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トの独裁と過渡期の教育レタリアーフ。ロ

一一一労良子編校 (Pa6ctaK) の発生・発展・消滅

過程にかんする実証的研究一一

直正自竹

kiじふうに

ソビエト政権初期の教育i攻策の矛盾

人民大衆の創造性と労農予揖校の発生

復興期から建設期における労農予備校の発展

社会主義建設の達成と労農予備校の消滅

過渡期の教育法則と近代教育理念、の超克

i
E
E
E
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おわりに

ここでL、う「過渡期J とは.プロレタリアートの権力が樹立されたとき tニ始まって，

共産主義の第一段措である社会主義建設が達成されたときに終る， 11-芳I~ な歴史的時期を

さす.ゆえに，一般的にいう，資本主義カるら共産主義への広い意味での過渡期ではなく，

その第一段階としての資本主義から社会主義建設達成までの狭義の時期を意味する. し

たがって広義の過渡期に貫録される普遍性iL いうまでもなくここでいう過渡期にも畏

徹される.

;一資本主義と共定主義とのあいだに一定の過渡期があることは，理論上疑いをいれな

し. この過渡期は，この二つの社会経済制度の特徴または特性を一つに結合したものと

主らざるをえない. この過渡Jt:JH土、……打ちゃぶられたが絶滅されていない資本主義と
生まれはしたがまだまったく弱L、共産主義との闘争の時期とならざるをえない'(1)過渡

JtJjの存在ーがなぜ「理論上疑いをいれなL、J普通的なものであろうか. それは，社会主義

社会とそれ以前の措級社会との生産手段の所有形態におげる根本的な差異に.その基礎

フソしジョアジーが権力を握手ったときに終るのである

プロレタリアートが権力を握ったそのときから始まるのであ

;こhちじiま

る (2)

それゆえ，過渡期における一般的経済政策'1.プロレタリアートの権力が経済の基幹
部門を揮ったうえで，打開されたがL、まだ残存する強大な資本主義的ウクラードと，

く1) レーニン， Iプロレタリアートの独裁の時期における政治と経済j，全集，大月抜，第30巻.94頁.
(2) OO)I. peぇ.A.口.日orpe6HHCKoro，<<l1cTopH兄 HapO)I.HOrOX03冗語CTBaCCCP (1917-1959 rr.)>)， 
fOCH3)I.. <<BhIC回初回Ko.na>)，1960. CTp. 9. 
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竹田正直

れでたものの¥..、まだ力のg!J¥，、社会主義的ウクラードとの共存競争により，最終的には
キップ

社会主義の勝利へと導く経済政策であり， ソ連邦においてそれは f事IT経済政策」と呼ば

れた.

土台における社会主義的部分が喜弘、過渡期一一ーとくにその初期には， と部講造の果す

役割はとりわけ大きい.なかでもプロレタワアートが手中にした権力は， 1"古い経済を建

てなおして，新しい経涜を組織するためのてことして利男されるJω ほどに，その果す

役蔀はもっとも大きいといわなければならない.その政治権力における過渡期の普遍性

が，プロレタリアートの独裁である.

「資本主義社会と共産主義社会とのあいだには，前者から後者への革命的変革の時期

がある. この時期に照応してまた致治上の過渡期がある.この過渡期の国家はプロレタ

リアートの革命的独裁でしかありえない.jω

「プロレタリアートの革命的独裁とは， ブルジョアジーに向けられたプロレタリアー

トの暴力によって奪取され，維持される権力であり，京日{可なる法揮にも縛られない権力

である.J(3) 

「階級闘争を承認するにすぎないものは， まだマルクス主義者ではない.…階級闘争

の承認をプロレタリアートの独裁の承認に拡張する人だけが，マルクス主義者で、ある J(4)

プロレタザアートの独裁の役裂は何か.それは，プロレタリアートの階級的E的の遂

行であり，第ーに，フツレジョアジーの反抗を弾圧すること，第二に，労農同盟を強固に

すること.第三に，資本主義の捷塩の上に社会主義を建設すること，の三つである.そ

れゆえ，プロレタリアートの独裁は，プロレタリア民主主義と同義語であり，人民にと

っては，階級社会にはあっえない， もっとも広範な真の民主主義を意味している.

過渡期における教青もまた.政治と同様，相対的安定期に比して，その役割がー屠増

大する.このことは，退渡期の土台の性諮に規定されている.土台の社会主義的部分が

弱く，激動する過渡期の教育は，一つの社会経済構成体が発展している相対的安定期の

教育とは比較にならぬほど大きな影響を土台に及ぼす. とはし、え，歴史的京別としての

教育と生産的労働の結合原郎は過渡期においても貫徹する.教育と生産的労働の結合は

マルクス主義教育学の基本原則と考えられながらも¥..、まだ，その結合構造は明らかに

されていない.この結合構造について，筆者はつぎのように把握する.人間疎外の r~J復

と全面発達をめざす教育と生産的好働の結合は.まず，二つの部分から成る.すなわち

2uーの部分は，労働の生産物からの謀外の回復にかかわるものであり，生産的労働の成

果(剰余労働時間=邑由時間=富〉と教育との結合としての教育機会の拡大である.第

二の部分は，労働そのものからの疎外の回復にかかわるもので，さらに二つの側面から

成る.第一の傑面は，生産的労働の技衛的過程と教授=学習過程の結合である.教授=

学習過程と結合される技街的過程の倍値実体は，技術的過程における精神労樹と肉棒労

働の対立，すなわち頭脳労働と手労働の対立を反映した知識〈知育〉と技龍(体育〉の

( 1 ) スターリン， Iレーニン主義の諸問題によせてよ全集，大月販，第g巻， 37頁.
(2) マルクス.Iゴータ綱領批判J，選集，大月坂，第6巻， 33頁.
(3) レーニン， rプロレタリア革命と背教者カウツキ-J.全集，大月版，第28巻， 249頁.
(4) レーニン， I国家と革命J，全集，大足版，第25巻， 444頁.
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対立を止揚するものとしての技術であり，その理論的母飴としての弁証法的史的唯物iii立

の立場に立つ科学である. この価値実体としての技街および科学と.機能と Lての教授

二学習過程とが重畳的に結合されたものが，総合技術教育である. 第二の側面は，生産

的労働の組織的過程とiVfI育=創造過程との結合である.ヨ11育=能造過程と結合される組

織的過程の鶴値実体は，組織的過程における精神労働と肉体労働の対立，すなわちお搾

労働と被指揮労働の対立を反映した管理・監督能力(指導)と協働能力(月前奏〉の対立を

止揚するものとしての規律であり，その組織的母胎としての民主集中部を組織原即とす

る団結である. この儲値実体としての規律と団結と.機能としての訪日育=創造過程とが

重畳的に結合されたものが，集団主義教育である. このように総合技術教育と集団主義

教育は.価値概念と機龍概念の統ーであるがゆえに，教育目的〈内容〉原理としての，

とともに教育方法京理としての有効性をもつものである.

教育機会の拡大，総合技術教育および集毘主義教育の三者は，対立しつつ統ーされ桔

互に補完しあって，教育と生産的労闘の結合原鼎を構成Lているのである.の

以上のような重畳的構造として把握される，教育と生産的労働の結合原員Uh~，過渡期
ネ?デ

における新経済政策の進展とプロレタリアートの独裁の三つの役蔀とのかかわっあいの

中で，過渡期の教育原則としてどのように内実化され，豊富化されつつ新たな教育法員IJ

を生みだしてゆくかをみるのがづ、論の意国である.そのさい分析の具体的事象としては

ソ連邦における労農予稿校 (Pa6o羽詰争aKy... 7JbTeT = Pa6中aK) をとり上げる.その理由

は，第一に‘労農予備校が過渡期とともに発生・発展・消滅した教育機関であること，

第二に， Pa6中艇の定訳すらまだないほどにわが国のソピエト教育史研究において完全

に未開拓な分野であること.第三に，労農予備校が.後に述べるように初手・中等教育

からも高等教育からもはみでている上，すでに消滅したものであるが故に. ソ連:邦にお

:子る初等・中等教育史研究者からも，高手教育史研究者からも研究対象として正 Lくと

りあげられず，筆者の知るかぎり，いまだ発生から消滅までを体系的に研究がなされて

いないということによる.ω 第四に，労農予備校を分析することにより. ソ連邦におけ

る社会主義建設達成の時期区分をめぐる問題に教育の分野から一つの実証素材を提起で

きるのではなかろうかと考えたことによる.

なお，労22予橋校が労i勤者，農民の教育機会の拡大を主要な任務と Lていたことから

(い なお，この結合講造についての詳細は，拙稿， r資本主義社会における教育と生産的労働の結合j
([J}!代教育科学J，明治医書， 1962， No. 53， 54. 1963， No. 56) 及び，J1三)!I，竹田稿「教育機会均

手，総合技術教育，集団主義教育J(日本唯物論研究会福， r唯物論研究J，1962， No. 10)参燕.
(2) 汗}φ.φ.KOpOJIeB， <<0可epK沼口oHCTOpHH COBeTCKO註 lllK0 JIbI H rre江arOrHKH 1917-1920)>， 
日3)1，.A口H.PCφCP.1958. lロiφ.φ.KOpOJIeB， T. A. KopHe員可抗K，3. 11. PaBKHH， <<OqepKH rro 
HCTOpHH COBeTCKO員 lllKOJIbI H rre)l，arOrHKH 1921-1931>>， 託3)1，. A口H.PCφCP， 1961. レオ 3.11.
PaBKHH， <<CoBeTcKa兄 lllKOJIaB rrepHO)l， BOCCTaHOBJIeHH5至HapO)l，HOrOX03兄註CTBa1921-1925 r rふ
rOC. yq-rreぇ.H3ん MHHHCT.n poc. PCφCP. 1959. ニ)φ.φ.KOpOJIeB， <<CoBeTcKa兄 lllKO.7!aB 
rrepHO)l， CO立HaJI沼CTH可eCKO負 HH)I，ycTpHaJIH3au.HH>>， roc. y平日e)l，.H3)1，. MHHHCT.口pOC.PCφCP. 
1959. ホ M.E. ll1HJIbHHKOBa， ((Y qe6HO・BocrrHTaTeJIbHa兄 pa60TalllKO.J1bI B 1930-1934 rO)l，ax>)， 
rOC. yq-rre瓦.H3ぇ.MHHHCT. npoc. PCφCP. 1959.最近になって，コロリヨーブ教援を中心に， ソ
連邦におけるソピ、エト教育史研究の成果が上にあげたように次々と発表されているが， これらのう

ち，労農予錆校については的が 1920年まで多少ふれている他はほとんどとり上げられていない.
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さきに述べた教育と生産的労働の結合構造のうち，教育機会の拡大にかんする部分を

すなわち，近代の教育価f直としての「教育機会の均等理念Jが，まさに，資本主義から社会

主義への過渡期と L、う現代の中でいかに内実化されてゆくかという問題を中心に分析を

すすめてゆくことにする.

I ソピエト政権初期の教育政策の矛盾

ソビエト政権の初代教青人民委員，ノレナチヤノレスキー (A. B.江yHaqapcKHH，1875年

生， 1633年没， 1917年-1929年まで教育人民委員=文部大臣〉は，十月革命の四E後

(1917. 10. 29.)に「住民への呼びかけJ<<06palIJ，eHHe K HaCeu7JeHH泊》を発表した.の

「住民への呼びかけJ 誌， これまでソ連邦におけるソビ、エト教育史研究において， I自

由主義的j であるとしてあまりかえりみられなかったものであるが，この中に示されて

いる，文言撲滅，教授=学習過程における学習の側における主体的能動珪の重視，教員

大衆をソビエト権力に引きつけるための具体的方策， 国民教育の分野における新しい諸

機関の確立などの穫極的な側面は正しく評価されなければならない，とくに，文盲撲滅に

ついては， I普通義務無蛍教育の要求に応じた学校縞の組織化によって， もっとも短期

間に普通の読み書きを可能とすることを， ソビエト政権の第ーの目標とするj と述べ

重視している.文盲撲滅を第ーの呂標にあげたことは，革命前ロシアが， I中位J vこ発

達した資本主義国でるり，かつ，権力が十月革命直前までブルジョアジー〈資本観〉と

ツアーリ(封建制〉の癒着によって維持されていたため，教育制度および内容に階級制

とともに身分割が温存され，初等義務教育すら導入されなかったことにより，労働者，

農民の一般的文化水準が極度に低かったという特殊性への正しい配意といえる.

Lかし，社会主義建設は労働者，農民の一般的文化水準，読み書き能力の向上を不可

欠とするのみならず，さらに，フソレジョア専門家以上の技体Jと規葎を身につけた労働者，

農民のカードノレ(基幹要員〉を必要とする.このため，教育議会の量的，質的拡大は初等

教育のみならず，中等および高等教育においておこなわれなければ、ならない. これにつ

いてはJ住民への呼びかけJの中でつぎのように述べられているJ理想，それ誌一一一すべ
ての市民にとって平等で，できる限りより高い教育なのである.その理想、がすべてのもの

にとって実現されないかぎりは大学にいたるまでのあらゆる段階にしたがって自然、な

進学一一最高の段階への進学はもっぱら生徒の才能によってなされ，生徒の家庭の富裕

の程度にはすこしもよらないで、なされなければならないJ(傍点は筆者). もっぱら生徒

の才能により，生徒の家庭の富裕の程度によらない f自然、な進学J-これは， (1)たし

かに教育機会の封建制と資本制の否定，身分舗と階級制の否定であり， (21 I能力に応じ

て与えられるj 社会主義的諒則の提示という積極的な点をもっているが，しかし一方

これは， (1)資本舗と封建制が癒着していたがゆえに，敵階級が広範に存在し激烈に反

( 1 )φ.φ. KOpOJIeB， <<0可epKHnO HCTOpHH COBeTCKO註lllKOJIhIH ne瓦arOfHKH1917-1920>>. 1'13江.
A口H.PCφCP 1958. CTp. 89-90. r住民への呼びかけ」り内容は出国員教育についてさ)教育
活動の一般的方向問教援と学習について (4)地方分権 (5)国民教育にかんする国家委員会(6)教
育者と社会開憲法制定会議制省， tこ分れており，邦訳全文は，カラシニコブ著，福井研介訳， rソ
ヴエトの教育J，岩崎書癌， 1953， 77-82頁.
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抗している過渡期の現実を甘くみるものであり，かつ， (2労働者，農民大衆およびその

子弟が，これまで白らの生産的労携の成果から疎外されていた結果として，その能力に

おいて不平等な「遺歪j を受げついでいたということにたL、する階級的配慮が欠げてい

たといえる. 過渡期においては， r人民大衆の利益を守る労{動者と良民の政府は、学校
の階級的性格を打破し学校の全段階を住民のすべての階層にとって入学できるものと

しなけれぽならないJω のではなく，プロレタリアートの立場に立ち〈学校の階級的

性格を強固にし学校の全段階を住民のすべての階層にとって入学できるものとしては

ならない〉のである.

教育機会の拡大におけるプロレタザア階級住を. カードル養成の任務をもっ高等教曹

に貫徹したのが， 1918年 8丹2日に承認された人民委員会議(政府〉の「大学高専への

入学規則にかんするJ(0 rrpaBlIJIaX rrpHeMa B BbICIllHe y田 6HbIe3aBelle間的決定であ

った.

「国語やi主にかかわらず， 16議以上のすべての人法、卒業歪雪や、無試験採用証明宍、

あるいほ中学校やその他の学校の修了証明書の提示なしで評きな大学高専の聴講生にな

ることができる.…共和国の大学におげる授業料の徴収を廃止する.J (2) 1"人民委員会議

a，大学高専への入学志望者の数が通常の欠員の数をこえるぽあいに、志望者の全員の
ために勉学の機会を保障する.緊急な措置をめざしまた有産階級のどんな特権も一一

法規上のものばかりでなく実際上のものも一一ーありえないようにすることをめざして.

即時一連の決定と措置を準備することを. 教育人民委員部に委嘱する.プロレタリアー

トと貧民の出身者が無条件に第一番に採用されなげればならなL、L，彼らに立三範に奨学

金があたえられるであろう.33〉

当時八月の布告」 と呼ばれていたこの決定によって歴史上はじめて労働者， 52民

大衆に大学の門戸が「無条件にj 開放され，国内戦と干渉戦の困難な諸条拝の中で，新

学期とともに各地の大学は労(勤者， 畏民で、あふれた.ω 「……いっきょに，学生数は予

怨をこえるほどに増担した.飢餓がおそい.講義室は寒さにこごえるほどであった. し

かし長椅子は最後の空席までうめられ，研究室は幾重にも包囲された. …・・・しかし

積極的にた学に入学した者の大部分は.諸学科一一ことに自然科学，哲学.歴史学のコ

ースの講義をほとんど理解することができなかった.専門技術的コースや実験を必要と

するコースでは，一定の普通教育の知識が要求されるが， 入学した労観者や農民は必要

な基礎知識を，ほとんと、身につげておらず.身につげているものといえぽ‘諜講態度の

( 1) H. K. KpyncKa九 <<KBonpocy 0 COUHaJIHCTWleCKO詰江IKOJIe)>，B )l{ypH. <<HapO，lI.HOe npocBe-
ll.I，eHHe>)， 1918，地 1-2何日.K. KpyncKa匁 ne，lI.arOrHqeCKHeCOqHHeHH兄)>， T. 11， 1958，CTp. 10.λ 
( 2) C6. ，lI.eKpeTOB H nocTaHOB，，'IeHHH pa60Qe-KpeCThHHcKoroロpaBHTeλhCTBa，BbII1. 1. 113，lI.. 
日五日， 1918， CTp. 57. (K. T. raJIKHH， <<BbIClllee o6pa3oBaHHe H nO，lI.OrOTOBKa Hay可HbIXKaぇpOB

B CCCP)>， rOC.日3，lI..<<CoBeTcKa兄 HayKa>>1958. CTp. 78.) 
( 3) JIeHHH， <<0 npHeMe B BbIClllHe y可e6HbIe3aBe江eH沼冗 PCφCP>>，1918. (<<JleHHH 0 HapO，lI.HOM 
06pa30BaHHH>>，日3，lI..ADH. PCφCP， 1957. CTp. 248入

(4) A. C. oyT兎rHH，lO. A. CaJITaHOB， <<YHHBepCflTeTCKOe o6pa3oBaHHe B CCCド>>， 1-'13江.MY  

1957. CTp. 52. 
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まじめさだけであった.Jω

1-八月の布告Jによって大学にさっとうした労動者，農民大衆立，上に述べた基礎学

))の不足と，大学の講義内容における非現実i生および生産的労働からの遊離にたいする

失望とで，次第に大学を去っていった.かくして， 1八月の布告J によって現実的な利

益を得たのは，小ブルジョア知識人たちとそのタマゴたちであった.かれらは，大学へ

続々と流れ込み， u自治派』の学生達の強屈な核の中に急速にとけこんでいった.∞せ、プ
ノレジョアジーの増大は，当時における子社会主義のおもな敵」が司、ブルジョア的な経

済的諸条件と小ブ、/レジョア的な自然発生性J(3) であったことを考えあわせると， ソビエ

ト政権にとって非常に危険なものであり.高等教育における敵対的矛盾の激化をひきお

こし7こ.

「八丹の布告j は，大学高専への入学におけるプロレタリアートと貧農の擾先を提示

L，教育機会の拡大においてtまじめてプロレタリア階級性を貫ぬし、たのであるが，それ

を保障する「一連の決定と措置」を教育人民委員部に「委嘱」したことにより，直ちに

初期の自的を達することができず， i一連の決定と措置」の実効をみることなく，高等

教育における敵対的矛虐の激化をもたらすこととなった.

教育人民委員部の「一連の決定と措置Jは， 1八月の決定j の二ヵ月後(1918.10.16.)

に「単一労働学校令J(1学校令J;0 e.llHHO註吟Y.llOBO長田KOλe) と「単一労働学校の基
本原J!IjJ(i宣言J;OCHOBHO首rrpHH日Hrre.llHHO註TPY.llOBO訪山KO品。として最初の実を結

んだ.二つの文書は，教育人民委員部の系統的な準錆と大衆討議を経てできあがったも

のだけに，教育機会の拡大におけるプロレタリア階級性を貫き，総合技術教育と集団主

義教育を中心にすえるなど.教育の分野における革命前の「遺産」の打破と継承にもと

づき，社会主義教育への路線を提示している.ω

Lかし 「学校令Jが示している 9カ年の普通義務無償の単一労働学校 (8或から 1:1

成までの第 1科と， 13哉から 17議までの第 2科〉がプロレタリア化され， ここからプ

ロレタリアートや貧農が大学高専へ進む時期がくるまで， 高等教育のプロレタリア化を

おきざりにしておくことはできない.

以上のようなソピエト政権初期の教育政策の積極的側面を発展させ，欠拍を克寂して

いったのは，ほかならむ r人民大衆の創造的学習活動で、あった.

E 人民大衆の創造性と労農予備校の発生
1) 学習サークんの発生とその要国

「八月の布告Jがだされた年， 1918年の私に労働者を大学高専へ準損するサークんの

く1) L. V olpicelli， <<じらvolutionde la P毛dagogiesovietique>>. Delachaux et Niestl会S.A. 1954. 

p. 47-48. 

( 2) H. B. BHxHpeB， <<Pa6o羽 e争aKyJIbTeTbIK .lI.ec兄THJIeTHぉ OKCT兄6p兄>>， fOCH3.l1.. 1927， CTp. 5. 

(3) レーニン， 1食糧税についてJ，全集，大月板，第32巻， 355頁.

(4) この二つの文書については，わが国においてもすでに，矢川語、光氏，駒林邦男氏，坂元忠芳氏位

によってとりあげられているので詳述はさける.ただ，この二つの文書を， これまでのソ連邦におけ

る教育史研究のように 11931年の決定jの立場からのみ評錨するのではなく，二つの文書が古い教育

を打破する上で、果した役割および，教育乏生産的労働の結合の観点から再評価しなければならない.

72 



プロレタリアートの独裁と過渡期の教育

最初の実接があらわれた.∞学習サークノしはそスクワを中心にして生れたが，その後.

スモレンスクその佐にも広がった.∞ヴイヒリョフ (H.B. BHXHpeB)によれぽ，学習サ

ークんはつぎのような性格をもっていた，くの

( 1 ) 学習サーケル:i.，うf;働者と良民を大学高寺へ準備することをUIYJとする.

(2) 学晋サークルは，地区全体iこも，工場や事業所iこもおく.

(J) 学習サークノしには， 16議以上の人が入る.さらに，長年働いていた人や，ジ)1動

組合.工場委員会，貧農委員会.党細胞によって推嘉された人は優先的にんれる.

''[:内サークノレにたいして，各労働組合法物質的な雨て、積極的にほ助した.学内サ e7

ノレマクラブi二(1， iその経常のなかで， もつとも工良主むL 、:市í:l~じ;尽尾-

ぴのヲ{れ作i主むξ?刃加iヰu荘:芸;を{捷吏用きせfた二. 労働告は， 天にも地i二も， 今度;土じ :'h て~{とな吸 JIえする IIJ

{lE悦

これらの学習サークノレには，年It代、つでも

入ることができた.学習サークノレの}英語主的な

教科プランはつぎのようなものである.

このような学習サークルを生λだした要国

立何んであろうか?

第ーは.変革期iこもっとも強く発揮される

人民大衆の創造性=自発的能動性である.
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了革命は，抑圧され搾取されているものの祝祭Bである 人民大衆が，革命の時期ほと

新しい社会制度の積極的な創造者と Lて立ち現わ J1ることのできるときはけっ Lてな

t ¥ ~ (誌ので為り， 革命の時期に人民大衆は奇員とみえることをやりと:干るのである. 矛

請が顕在化し，対立物が明確になり，克報すべき故が明らカベこなったときに人民大衆は

大きな力を生みだす.

第三は，大学開放とともに「長椅子に腰かげた労働者，畏畏J(1. 基礎学力の不足を

身をもって感じたのであるが. この矛官の解決について. '1'等教育をはじめ既存の殺行

機関i二;乏坊を求めることができなかったことである. 当時ーの l~lrf:校はい主だプノレジョア

とやブノレジョアジーの子弟が大勢を出ふうていたL， 何よりも}[~\.、ことに小‘ rt '学!交の教
師;工皮革命ストライキを起 L (1917， 12. 2-191R. 3. 11)， 憲法制定議会の選挙iUL

カデート

生徒を通して親iこ立憲民r立への投票を依頼するほどなので宅 とてもかれらをあてにす
ることはできなかったくの叩I~j: 、 j二部分の教師が加盟してL、た11主 -0)教民主It識.全ロシ

ア教民同誌が金融機関の廷がjのト iこりて〈った 11ヨヵ月にわたる反 I~存命ストラ f キは‘ 新[

( 1) H. B. BHxHpeB， TaM )Ke， CTp. 5. 
(2) K.兄KOBJIeB，<<日CTOpH匁 CMO"'IeHCKOropao中aKa>>，B KH. <<Pa6o可日誌中aKyJIbTeTCMOJIeHCKOro 
rocy，lI.apCTBeHHoro ne，lI.arorHqeCKoro yHHBepcHTeTa>>， CMo.neHcK， 1922， CTp. 24. 
( 3) H. B. BHxHpeB， TaM )Ke， CTp. 5-6. 
(4) マルコフ著， ~lI下竜三ぷ， Iソヴエト労働組合運動史J，自二本書lh. 19ラ5. 157瓦
(、ラ) レーニン， I民主主義革命における社会民主党の二つの戦争~iJ，全集，大月版，第 9 巻， 106瓦.
(6) <<H. K. KpyncKa兄， rre，lI.arOrHqeCKHe COqHHeHH兄B10 TOMax>>， T. n， 113，lI.. A口H.1958， CTp. 
56-57. 
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し、学校建設に大きな損害を与えたが，一方では，これによって労働者，農民が教育の問

題に大きな関心をもつことになり，教育事業への参加が一層覆極的になった側面を見落

してはならない.

第三は，革命前における反体制教育運動の豊かな遺産の存在である.革命前ロシアの

きびしい弾圧の中で，先進的な知識人と労働者，農民が一体となって，下からの人民の

力で組織し，発展させた日曜学校や民衆大学，労動者サークルの遺産が再び新.しい内容

をもってほりおこされてきたのである.たとえば， 1919年に創設された，モスクワ大学

的属ブハーリン名称労農予備校は， ロシア共和国でも言いものの一つでるるが， これ法

1897年につくられていた，プレチスチエンスキー労働者サークノレを基礎にして創設され

たものである.くり

第四は，プロレタリアートが権力を握ったことにより，人民と権力との間の矛震が革

命前の敵対的矛盾から非敵対的矛盾に転化し権力が人民の自発的な学習活動を革命前

のようにきびしく弾圧するのではなく，逆に積極的な援助を与えるようになったことで

ある.ノレナチヤノレスキーは， さきにあげた「住民への呼びかけj の中でつぎのように述

べている. I学習は創造的な過程である. …・ーロシアのいたるところ， とくに蔀市の労

働者の間，また同様に農民の間に，力強い文化・啓蒙の動きの波が起り，こうした謹類

の労働者や兵士の組織が数かぎりなく増大している. これをたすけ，あらゆる方法でこ

れを支持し，その前途によこたわる妨害をとりのぞくことは，革命的な，人民の政府が

国民教育の領域でおこなうまず第一の課題なのである.J教育人民委員部は， 1919年 1

月 1日の会議で， 学習サークノレの重要性を認め， モスクワにさらに 13サークノレ開くこ

とを決め，学習サークノレを積極的に育成し，援助した.∞

2) 学習サーク)[..の労農予構校への発展遇程

学習サークノレの発生は，人民大衆の自発的能動性によって， I住民への呼びかけj に

示された人員大衆の抵い文化水準への正しい配慮と， I八月の布告J"こ示された教育機

会の拡大におけるプロレタリア階級性の貫徹というソビエト政権初期の教青政策の積極

的側面を継承，発展させるとともに，教育政策のもつ矛盾克服の方途を示したといえ

る.すなわち，過渡期の教育の普遍性とソ連邦における特殊性の統ーの結果にほかなら

ない.

しかし学習サークルの発生による矛盾の統ーも，一時的，条件的，相対的なもので

あった.

1918年秋から 1919年 1月までの学習サークノレの実残は， 学習サークノレと大学高専の

両者において矛盾の派生と敦化をもたらした. サークノレ側についていえば，教授=学習

内容の水準が抵く，大学ですぐ講義を聴けるだけ充分なものでなかった. この矛盾の主

( 1) C60pHHK CTaTe註ロ0江 peAaKUHe註 K.H.ObIλHHCKoro， <<JIa6opaTopHbI長 nJIaHB npaKTHKe 
pa60ThI pa6中aKaHM. H. H. oyxapHHa npH 2 MfY})， fOCH3江 HapKOM-npoc.PCφCP 1929， CTp. 
3. 

( 2) nO，lJ. peA. H. A. KaHpoBa， H. K. fOH'llapOBa， H. A. KOHcTaHTHHoBa，φ.φ. KOpOJIeBa， 
ル'1..n. MaJIhIllIeBa， O. 3. CMHpHoBa， <<HapO，lJ.HOe 06pa3oBaHHe B CCCP}}. A口H.1959， CTp. 385. 
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たる側面は，学習の傑における|存在産や能動性の低さにあったというよりは，教授の 1~JJ

におげる指j草者の不足と水準の低さにあったといえる. さらに.教室やおLなどの物的資

i寸の不足もあげなければならない. ーん¥太学部についていえば.ガ'働者. ~l乏が学外

での学習に移ったたゐ，すでに述べたように教授や学生の中のメンシェヴィキーヤエス・

エノレ.小フ)レジョア知識人など『自治派Jが一層増大L.学内iこ反革命的空気が強く与

ったことである当時，団結して(!~、たが少数だった共産主義的学生 ;L ソピエト

政権にたいして敵意ある態度をとっていた当時のすべての学生大衆の中で，IJ、さな ，1，.'j 

のように見えなくなりつつあった.共産主義的学生とその抱の'"{:，七た衆との闘争(;t.

'L:_ きるカミ死ぬかの必死の r~~tJ ~ 、であった. tiÌ ~n 予の直接的ねらい;土手生の弐去機WJ.代議
見タート

員会であった. 代議員会は， 苦j昌平等 j~j~接無ぷ千/:投票かその{自の投票によって選手:さ! t 

たが， このような選挙制度によって:1，共産党員(1，一人の扶補告も代議討の'h二送り
こbことができなかった(1)

'Jii動ι 農民のiわから二!、速にカートごノレを生λださな(tればならな点追った叶n:j=として，
このような状況は非常に危険なものであった.学習サークルと大手にお汁る両者の矛行

を同時に統ーしたのが‘学習サークんの大学的I乏であった. 学習サークノレの大学!乱立は

大学における先進的学生のi苦級闘争と労働者大衆の学習への能動性が結合され.生みだ

されたものである.最初のうJ畏予詰校ユモスクワのザムスクポレーチェ地区の先進的'?

f-tの-訴えと。それに呼正、して大学こかi十つ;十た労働者の統一的関L、によってかちとられ

た大学高専へ労働者を準縞するサークんを， 大学内部へ移す考えは共産主義的学't
のI}-l力、ら生まれた.一..・・ザムスケポレーチエの共産主義的学生グループば， ミヒェリソ

ン， ツインデリ，ブロカノレの汚働者に訴えることを決めた. ミヒェリソンの人たち，ツイ

ンデリの人たち， 発電所の労働者たち;L ぞくぞくとた学に押しょせ. u八月のあ告J
にもとづき，労働者を学生として登録し聴講カードを年えさせた ω かくして，

iザムスケポレーチエの金属工場と電気了今場の1， 000人の労働者ば. InHl大学となったた

コメ/レチェスケ大学の学生と認められるようになったく3)

学生の代議員は，労働者の投票によって大部分が共産主義的代議長となり.ッ;-1動計，，[:
ノLの最初jの集会でつぎのことがきめられた.く4)

( 1 ) 新 LC、労働者学生は， あらゆる点において古い学生と平手な祐子Ijをもつこと、

この問題におL、ていかなる譲歩もありえない.

(:~ ) 極く短期間に教授会が新しい麗講生のために，兵{本的な授業計画をつくること

を請願する.

(3) 労働者のために特別に組織された科を労農予詰校ぐPa60QH抗争aKyJIbTeT) と名

づげる.

刷新された代議員の代表は教授との最初の交渉で司 '}'j畏予措校の組識にかんし二つの

基本原射を提示した.第一に.労畏予稿校は也の二つの学部の全ての権利を享有 L.そ

( 1) H. B. BHxHpeB， TaM )Ke， CTp. 6. 
( 2) TaM )Ke， CTp. 6-7. 
(3)φ.φ. KopoλeB， TaM )Ke， CTp. 401. 
(壬) H. B. BHxHpeB， T討を)Ke，CTp. 7. 
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の学生は大学の全機関に参与すること.第二に，労農予備校は，他の学部と異なり，集

団的方法によって管理される.かつ管理機関の中にプロレタワアート組織の代表者が入

ること.

このような労揚者学生の要求にたいして，全ての仕事を以前のサークんにまかせよう

とする，さまざまな教授の『修正』意見が出されたが，共産主義的代議員の代表は， I 

われわれ辻労働者サークノレを組織しているのではなく，われわれは大学を獲得しようと

しているのである」と答えて F修正Jをしりぞけた. また，教育人民委員部も労{覇者学
生の意晃を支持し生れたばかりの労農予錆校のために村:別な教科プランをつくる教授

委員会を指導した.

学習サークノレの労農予錆校への発展過程において，すでに， 労働者大衆の創意性と能

動性が，人民のものとなった権力によって直接，間接に支持されていたのである.直接

的には教育人民委員部の援助と指導であり，間接的には『八月の布告Jであった.すな
わち，学習サークノレの労農予錆校への発展・転化は，労働者大衆の先進性，能動性，主Ij

意性が人民の権力の援助と指導とに結合されたことによって発現したので、ある. また，

学習サークノレの労農予備校への発展過程において，労働者大衆り龍動性と創意、註が労農

予備校の「管理J~こ労働者学生を参与させること，および管理が集団主義的方法によっ

て行なわれることを基本原則として要求しているが， これは，教育機会の拡大と集団主

義教青との結合の要求としてとくに注意しておかなければならない.

これらの意味において，まさに，労農予錆校は，十月革命の“落し子"であったとい

える C

先進的な学生と呼応した労働者学生によってかちとられた最初の労農予錆校は，モス

グワ蕗科大学(現在のプレハーノフ名称経済大学〉に悶麗して， 1919年 2月2日に開設

された.く1)

3) 労農予犠校の法制化

モスクワ商科大学は，労農予稿校の開設によってこれまでの凍りついた大学の生活が

文字通り生き生きとよみがえった.教育人民委員部は，この最初の労農予備校を例とし

て， 1919年 5月 23日に， I労農予備校設立専門委員会の作成した計画にもとづいて，

モスクワ交通工科大学附属学農予龍校を設立することj∞を決定した.

1919年§月 1113に， モスクワ大学に関属していた学習サークノレが， 労農予錆校tこ改

組されたが，ちょうど，その弓に，教育人民委員部は，国の全ての大学に前震労農予備

校を組織する義務的な決定を公容し「全ての大学高専に11月 113までに労農予措校を開

( 1) <<neぇarOrI何eCKH首CJIOBapb)>，AKa，lleMH兄 neぇarOrHQeCKHXHayK PCφCP， 1960. TOM 2， CTp. 

245-246. H. M. KaTyHu.eB， <<Pa60QHe 中aKy~bTeTw--OCHOBHO註 THn 06lUe06pa3oBaTe~bHofi 
COBeTCKO益出KO~bI>)， COBeTCKa51 ne，llarOrHKa (=C. n.)， 1号57.地 9.CTp. 72-81. A. C. By羽 rHH，

10. A. Ca~TaHoB， iYHHBepcHTeTcKoe 06pa30BaHHe B CCCP J， 1957. 113，ll. MfY. CTp. 53. H. B. 
BHXH予eB，TaM )Ke.φ.φ. Kopo~eB， TaM )Ke. 

( 2) nOcTaHoB~eHHe HapKoMnpoca <<06 opraHH3a江HHpa60可HX 中aKy~bTeToB npH yHHBepcH・
TeTaX))， 11 ce沼T兄6p兄 1919.(H. B. BHxHpeB， TaM )Ke. <<MaTepHa~bI K ~eTon狙CH no HapO，llHoMy 
06pa30BaHH回)>， npH~O)KeHHe K )KypHa~y "Ha予O，llHOe06pa30BaHHe“N2 2. 1958. CTp. 14) 
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設することを義務づけた.Jω 労働者と農民を極く短期間に大学へ準備することを労農

予備校の自的としたこの決定は，民時iこ最初の労農予備校の実践にもとづいて，つぎの

原則を確定した.くわ

第一に，労農予備校は，大学諸機関への参加.施設の利用，援業編成などにおいて.

他の諸学部と完全に平等な権利をもつこと.

第三に，労農予備校評議会の構成に.集団管理の考えを反映させ，そこには聴講生と

教官とともにその地方の労働者組織の代表者を加えること.

これらの原則には， 学習十一クノレから労呉予備校へ発展する過程で労動者学生が教授

会に促起した諸要求が明確に反映していた. 教育人民委員認の決定乙よって， 1~n911'. 9 

月2:1rlに正式に開:芝されたスモレンスコエ.')J良予備校くのをはどめ， つぎつぎと労畏子
備校が開I!をされ， 1919年末には 14の労22予備校が存在した.

1919 1r 9月 11nの労史子描校前々に関する教育人民委Hì~lj の i}:-:';じに 労15子治校ハ

歴史にとってのλならず. 教育制度全般にわたって貯明されるべき新たな刈題を提起 l

どという点でその意義は大きい.学習サークルという人民大衆のドカミらの fンフォーマ

ノレな教育活動が，ここにほじめてフォーマノレな教育部IJ}支として位置づけられたのである.

これによって，人民大衆の創造性.能動性が教育の分野において一層不可欠なものであ

るとともにさらに発展させられ，有効な力となりちる現実的基盤の存在が示されたので

ある.

その後.さらに一カ年の実践に基礎をおいて. 1920年 9月 17日に， 人民委員会議の

7労農予備校についてJω の布告によって， 一君強国な法的承認をう:十た. u八月の布
告Jが出されてちょうど2年目に.当時，人民委員会議が『八月の布告』の中で述べた
大学プロレタリア化に必要な「一連の措置j とLて，人民大衆の創意、によって生みださ

れた労農予備校が， 人民委員会議それ自身によってもっとも確国と Lた承JZを得たので

ある.

1920年 12月力、ら 1921年 1丹主で、開かれた「国民教育の問題にかんする第一同党協議

会J:工，九項目の決定を採択したがーそのうちの一項目， r労畏予絹校についてJ1はつぎ、
のように述べている.ω

[1) 労長予備校の基本的任務は， 労働者と呉氏を上ー綾子て校へ準掃することである.

(1) H. B. BHX沼peB，TaM JKe. 
ぐ2) r労農予稿校は， 諸学部の全ての権利を享有し， 大学高専の全ての団体や指導機関に自分たちの
代表をもつこと(第2条¥大学高専は，教室の割当てや援業時間表の作成のさいに，教室や事務室，

実験室，実習室にたいする労異予備校の要求を満足させなければならない. また，労巽予備校ゎ活動
の一語広汎な発畏を保障し， 毛要な援業編成の完全な可能性を与えるほどに施設を自由に使わせるこ
と (第4条¥ 労t聖子描校の聴講生は，大学f~~j f立の7ソ1=.0)全ての権引を字むし社会的探砕をうける
(第 11条).J (TaM JKe. CTp. 8-9.1 
¥ 3) K.兄KOB.lleB，<<l1CTOpH冗 CMo.lleHCKoroPa6φaKa>>， B. KH; <<Pa6o引 t訪中aKyJIbTeTCMOJIeH-
CKoro rocy，aapCTBeHHoro ne，aarOrHqeCKOrO yHHBepCHTeTa)>， CMOuTIeHCK. 1922. CTp. 24. 
(4) <<0 pa60羽 X中aKyλbTeTax>>，(H. B. BHxHpeB. TaM JKe. CTp. 9.) 
(ラ) <<0 pa60鴨 X 中aKyJIbTeTaX一口epBoenapTHHHoe cOBew.aHHe no BonpocaM Hapo，aHoro 
o6pa3oBaHH九，aeKa6pb1920r ， -HHBapb 1921 r .>}， (<<瓦叩eKTHBbIBKn (6) no BonpocaM npoc-

Bew.eHU兄>>， Hapo，aHbI員 KOMuccapuaTnpocBew.eHH兄PCφCP，OrI13， 1ヲ31，CTp. 354-355. i 
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2) 準備は，労働者の職業的=技術的知識を利用しでもっとも短期間に与えられなけ

ればならない.

3) 労農予備校は，大学高専の有機的部分となり，大学高専に附属して建てられ，上

級学校プロレタリア化の道具となる.

4) 労働組合は，全ソ連邦労働組合中央評議会が最高国民経済会議と職業教育監督局

とともに作成した割当に応じて，生産での在事を完全に解放して聴講生の一定数を労農

予備校へ送りこむこと.

5) 党委員会は，労働組合会議の同意を得て労農予指校の主任を選抜し，労農予稿校

における政治教育活動を積掻的に指導する.

6) 教育人民委員部に必要なことは，現存する労農予措校の強化と大学高専や高手工

業学校や最近開かれた仁~-I 等技討す学校に附嘉した新しい労農予錆校の開J主に真剣な注一意、を

むけることである.労農予備校の建設は，教育人員委員部の緊急な課題と認める.J

このようにはじめは学習サークノレとして人民大衆によってつくられた (1918. 秋〉労

農予備校は，学生と労働者の関いによって大学高専に開設され(1919.2. 2.). 教

育人民委員部〈丈部省〉によって教育制度の中に明確に位置づけられた(1919. 9. 11.に

その後，人民委員会議〈政府〉によってー屠強国な法的承認を与えられ (1920.9.17.)， 

さらに，党の教育政策の重要な一項に加えられた (1920.12. -1921. 1.)のである. こ

れより先， 1919年 3月に決定された党綱領の教育条項にも，学習サークノレおよび労農予

備校の実践が反映されるとともに.綱領によってその後の発展の基本的見通が与えられ

た. 1プロレタリアートの独裁の時期，すなわち，共産主義の完全な実現を可能とする

条件の準錆期において，学校は一般に共室主義の諸原則の手引者であるばかりでなく，

共産主義を経局的に確立する能力ある佳代の教育のために，勤労大衆の半プロレタリア

震と非プロレタリア屠への，プロレタリアートの思想的，組織的， 教育的影響の手引者

でなければならない.Jく1)

ところで、労農子備校の発生については，メディンスキー教授 (E.H. Me.ll.bIHCKH詰)，コ

ンスタンチーノフ教授くH.A. KOHcTaHTHHoB)，シャパェパ教授 O¥l¥.<1>. llla6aeBa)共著
の「教育史J( <<YICTOpH兄 rre，ll.arOrHKH>>，1956.) と，コンスタンチーノフ教授編集， r-教育
史鞭説J (<<04epKH rro HCTOpHH rre.ll.arOrHKH>>， 1952.) ヱともに発生を 11920年J とL

ているが，これは学習サークノレの発生(1918. 紋〉はもちろんのこと， 最初の労農予備

校開設(1919.2.2.)も教育人民委員誌の決定0919.9.11.)も見落している.駒林邦男助教

授もまた， ~ソ連邦における社会主義教青の発展J] (海後静雄編， I社会主義教育の思想と

現実J，お茶水書房， 1959.)において，教育人民委員部の決定く1919.9. 11.)を見てい

ない.逆に，ハンス教授 (N.Hans)はその著「比較教育JCComparative educationJ， 

London， 1950.)において， 1ソピエト政府は， 1918年に労農予備校を新設したJ(p. ~n5) 

と，まだ，インフォーマルな学習サークノレ段階の 1918年をとり上げている.すでtこみて

( 1) <<XpecTMaTHH no HCTOpH沼 ne)J.arorHKm>，YqneえfH3，1957. CTp. 448. I勤労住民を教育事業に
積極的に参加させること (第6項). 労働者と農民の独学と自己発達を，全面的国家的に援劫するこ
とく第7項入すべての好学者にたし、して，伺よりもまず労働者にたいして，上級学校の講義の聴講を
広く開放することく第9項).J
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きたように，労農予備校の発生は 1ヲ19年 2月 28であり， 最初の法制化は 1919年 9

月 118討教育人民委員部の決定である.

重 復興期から建設期への労妻子信教の発震

わ 富民経済の復興期から社会主義建設期へ

1920年 10月， ポーランドとの停戦が成立し宮内戦および下渉戦は一応の終結を支え

んが，子守u寺の言l民経済は全分野にわたって崩壊す前にあった. 191:i{干の択L、lj(準にJt'Wど
して， 1921年に工業生産額は 21%，民主生j辛I告に 60%にすぎないりさらにー輸送り

は五分のーに低下し'教科危機がおそL¥ 凱銭i二戸ffiiLた. 工場労働高;主食慌を;Jとめぺご
172卒、;にwれ.工場開j者が続出 L，ω プロレタリアートの政治的力が相吋的に弱まり，!史
民'1，生産性向土の事IJ戟をう;どって Lまう食括償金:¥;Ijにたいして不満を;j， L ;土じめf二.

この不満が， 富良や反革命勢力;二利用されて‘ ウラノレ、 シベリア， クロシ土乙タットで京

;[!JJとなってあらわれた (3)

このような経済的，政治的危機に直面して 1921年 3FJのお 10[iJj党た会ば寺戦II~ 共
ネツプ

注主義から新経抗政策への移行を立言した.新経済政策i土，プロレタリア民家が国民経

済の管制高地〈工業，銀行，輸送，貿易，土地)を握ったとで，資本主義を許容するもの

である.資本主義を許容することによって生産力を高め，民業と工業の取引を通ビて!Iq

f告の結合を深め.社会主義的要素と資本主義的要素ーとの関争を経て将来に社会主義の勝

利を予知するものであり， これが資本主義から社会主義への唯一の正しし、道とされた.

「新経済政策の本質はプロレタリアートと農民の同盟である.その本質は，プロレタリ

アートの前垂?と京範な畏民大衆との結合にある.ぜ、ひとも，すぐさま，いますぐにな L

とげられなけれぽならない生産力の上昇が，新経済政策のおかげて、はじまっている」ω

新経済政策期といわれるの辻，三つに区分される. ネップ初期は 1921-26年の国民

経済復興期であり，ネップ中期は， 1927-32年の社会主義的再建期ラネップ後期は 19:ロ

:~fì ':fの社会主義完成期jであるが，同氏経済復興期においては，労畏同盟と生産力の?とー

民による社会主義的要去の前進を一軒強flilなものにするために，政治的上部構造に L'¥.、

てはプロレタリアートの独裁の第ーの任務、すなわ九， I敬階級のJrlJfEの出がIIIi面iに1.ljlt 

ださ JI る.具体的にiL 山22の弘課税と貧民の免税を ff む ìì'J.~イ{佐 521t税 (192:11r 4月1

であり，また.雇鵠主，(同人企業家， I日警察'r'r，I日憲兵などの選挙権斜奪を規定 Lたソ
注邦最初の憲法(1924年 1)-J)であった. さらに.人党許可基準も1;告白)JIJに三つのカテ

コ、リーが兵げられく1922午 3月)，労働者と労民出身兵士が優先されたソビエトヅJ22

共和国でiにすべての啓蒙事業のやりブj:に 一般に政治的再宗の分野でも.とくに芸品J

( 1 )日OJlo6ll(e誌peJlaKUHei1n. c. Hel1opo)l{Hero， <<40 JIeT nJIaHa r03JIPO)>， roc. 3Hepr. H3Jl・
1960. CTp. 357. 

( 2) A. A. ManorHx， <<Pa604H長KJIaCCCCCP B rOJlbl BOCCT3HOB，Jlem四日3pOJlHOrOX03冗I1CTBa
(1921-1925))>， 113Jl. AH CCCP， 1962. CTp. 61. 
(3) 口OJlpeJl. A.口.日orpe6nHCKoro，<<I1CTOPH匁 HapO.ll.HOrOX03冗HCTB3CCCP (1917-1959 n.π.i)>， 
rOC. H3Jl. 1960. CTp. 63. 

( 4 ) レーユン「第 9回全ロシア・ソグエト大会J.全集，大月版.
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の分野でも， プロレタリア独裁の目的を首尾よく実現するため，すなわち，フソレジョア

ジーを打倒し階級を廃絶し人間による人間の搾取をすべて一掃するためのプロレタ

リアートの階級関争の精神に貫かれていなげればならない.-，0)  

一国で社会主義の道を進まねばならないという困難な諸条件の中で， 1923， 24， 25年

と農業面での，そしてひきつづき工業面で、の発展がたたかいとられ， ω 農業生産指数は

1925年に，工業では 1926年にそれぞれ革舎前の水準に達し国民経済の復興期が経り，

1926年から，社会主義工業化と農業の全面的集団化をめざす国民経済の建設期へと入っ

てゆく. とくにこれまでの復興が主として18式の技術を基礎としておこなわれたのにた

いして，建設期には国の電fヒと結びついた畏業をも改造できるような機械制大工業の発

展が必要であり，それを駆使で、きる高い水準の技能と規穿を身につけたカード、ノレが必要

であった. 11925・26年震に，全工業iこ補充すべき熟練労働力の需要は. 433，000人とい

う数にのぼるのだが，われわれは句 この需f要のわず、か四分のーを供給しうるにすぎな

い '(3)とくに， 1928年におこった「シヤブタ事件」は，労{勤者・良民のなかから生ま

れ，人民と緊密なつながりをもち，現代の先進的技能を身につけたプロレタリア知li'義人

の養成を急務とした. 1928年からはじまった第一次五カ年計画の完遂のために，生産額

の社会主義的部分が工業の 82.4%にたいして. 3.3克ととくに立ち遅れていた農業を集

団化し， 1929年に建設されたエム・テー・エス(機械トラクター常置所〉の全面的利用

のために，組識的経営力と高い機械技術を身につけたカードルが必要とされた.1924・25

年度に 457台だけであった国産トラクターの生産は. 1928・29年度には 7告余になった

が， ω それを使いこなせる技術者が不足していたのである.

「科学を習得し，専門家ポリシェヴィキの新しいカードルを知識のあらゆる部門にわ

たってきたえあげ， きわめてねばり強く，まなび，まなび，まなぶこと，一一一これが今

のわれわれの任務である.革命的青年が科学のために大衆的行進をおこすこと，一一こ

れこそいまわれわれに必要なことである.J∞

2) 教育機会の質的・量的拡大

現代における教育機会の拡大を分析するばあい，つぎのような分析手続きをとること

が必要であると考える.まず第一に，教授=学習過程およびAlfl育=創造過程の，対立しつ

つ統ーしている両側面としての教授と ~JII育の側面，および，学習と創造の側面にかかわ

る主体，すなわち教師と学生の両側面の分析.第二に，両側面の資的拡大と量的拡大の

分析.第三に，加費的拡大にかんしては.採用=入学基準の発展と教師および学生の社

会的構成の変化(階級および階層別)を分析すること.骨量的拡大にかん Lては，教師

く1) レーニン.1"プロレタリア文化についてJ.全集，大月版，第引を， 315頁.
( 2) A. n. MOJIqaHOBa， <<v13 HCTOpHH 60pb6bI 3a ynpOqeHHe COぬ3apa60三IeroKJIaCCa H KpecT-
b兄HCTBa)>，113江.AKaぇeMHHHayK CCCP. 1956. CTp. 13-33. 
(3) スターリン「ソ同盟共産党(ボ)第 14回大会J.全集，大丹原，第7巻， 322頁.
(4) B.日.瓦aHHJIOB，<<Co3~aHHe MaTepHaλbHO・TeXHH可eCKHX npe~nOCbIJIOK KOJIλeKTHBH3all，HH 
CeJIbCKOrO X03冗註CTBaB CCCP>)， 1957. CTp. 287. 
く5) スターリン.1"ソ同盟レーニン共産青年同盟第8回大会での演説J(1928. 5. 16)全集，大月版，
第11巻， 92頁.
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および'!:生数 ([i，]fI:j:;二学校数〉と手:百期!日jの伸縮を分析すること. ;:n pq~.二， U， L:の，ifij) 

f1iのと Uこかかわる管理・財政(これi二ついては.kUfまと教育1r，その!日l長負担方為i立以:
白担かなど)の分析.

以上の諸点の分析とその誌合を通してはじゐて教青機会の拡大の全面を把握しうると

考えるが，労農予描校にかんしてa. 資料的制約および発生の特殊性を考慮して学生の

{J1ilに重点をおいて分析する.

(イ) 学生の採用=入学基準と社会的講成の変化

教育人民委員部の最初の法制{ヒ(1919.9. 11)によって，労農予詣校には i16歳以上

の工場労横者と『生粋のJ農民jが令施設の許すかぎり任意に入学することができたメ1)
し方通し，人民委員会議の決定 0920.9. 17) が出されるにおよんで.これまで、労農予fri信

校の補充を自然発生1'1江偶然的i二行なってきたことが批判され，新しい基準が設けられ

た.すなわち「労農予備校には‘ 3年以 t生産現場で直接肉体労爵に参加Lた 18歳以Jニ
の労働者と農民が採用されるJ∞ことになった， 肉体労働従業年数は，入学希望者の年

齢によって 4 年~6 年に引き日子られたり， 少数民族の場合ほど化的後進珪を考意して

I年に下げられたりも Lたが.入学希望者比一層増大Lた. 1920年末には労農予備校に

かんする新しい法令がだされ.採用=入学基準の政治性が重視され.労働組合，村ソビ

エト‘貧農委員会，各設党機関， コムソモー/しなど公的機関の推薦証明を必要とするよ

うになった.くのもちろん，過去に利子千能人の労換を搾取することによって生計をたて

てしたものは入学を汗されない i)邑去の人々 γf敵性分子の子どもjであるか， 「革

命の fどιJであるかが決忘i引な要ぶとなった.一一)j，知識本準に方、んしてはお
おまかなii/eみ吉きができ， 整数のjJIH11J算を知ってして政治的心得があれば充分であっ
fこ.Jく4)

このように労民予備校採用=人，"!~基準における肉体労働従業者および党派性の A方的

R視(i. :24・:25年主で一層強められる. その後採用された入学境問によれば，∞志願者

i之一清故治性の強L、25の質出 生年月 Flと場所ー革命前後の仕子i 革命前後の両親の

任会IYJJ也i¥i入力働組合員で、あったかどうか， 月内戦11_1の軍事的行動.党およひ、ソビエト

のためにつく Lたはたらき.現荘およびj邑去に;すいて政党員であったん￥どうか， 自分fJ

J1お上手、両親の財産所右の如何など----;ニ容えねばならず， こ h らを審査するため !H~

J11=入学資諮審査委員会Jと 奨学金審査委H会Jもl;2げられた.

このような措置によって，労長予前校生の社会的構成は次頁の表にみられるごとく，

そのた生の初期iこ比較ーしていちじる Lい変化をとげた. すなわち.労働者.農民の比半

の明大と非肉体労働者の比率のfJ¥:下， さらに，党Hおよびコムソモール員の比率の急激

なjfj大JYLilt徴的である.

(1) KopoλeB， TaM 2Ke， CTp. 402. 
(2) H. B. BHxHpeB， TaM )Ke， CTp. 12. 
l 3i K.兄KOBJleB，TaM )Ke， CTp. 29. 
(4) H. B. BHxHpeB， TaM )Ke， CTp. 13. 
( 5) G. S. Counts，まThechallenge of sovietεduじatioll)>， 19ラ7，p. 148. 
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直接的には以上のような社会的構或の発展により，基本的には土台における復興期か

ら建設期への移行に対応して， 1925・26年を転換点として，採用=入学基準における肉

体労働および党派性の一方的重視から，知識水準の重視へと変わる.

1924年に教育人民委員部は全労農予備校に指令を送付しロシア語，算数，社会的・

政治的準備，vこかんする採用=入学基準を引上げることを指示した.また， 1926年は国の

社会主義工業化が始った年で、あるが，その 1丹はじめに教育人民委員部は， !労農予備校

生の資賀向上対策についてJ とし、う特別決定を採択した.∞党中央委員会も労農予備校

生の知識水準引 tげに関心を示 L，1926年 6月に了大学高専，労農予備校，中等技術学

校の入学許可にかんするJfi1l状を送付した. !労農予備校生をきびしく点検することが，

労揚者，農民の教育水準を引上げることになるであろう.すでに労農予錆校への採

用は，たんに証明書だけでは不充分であり，それとともに専門の試験をうけなければな

らない.JCおさらに， 1927年 9月25日， I労農予編校についてJの決定を採択し，その中
で， 中央委員会はつぎのように述べている I労農予稿校は数年のあいだに， 労i勤者，

農民青年が大学高専に進学するための基本的ノζイプとなるであろう.……党中央委員は

人民委員会議とロシア共和国教育人民委員部が，労農予備校網の拡大と労農予備校にお

もする学習活動のよりよい解決にとって必要な措置をとることを必要と認めるJω

入学者の知識水準向上のために，労働組合や，労農予嬬校生が多くの援助を行なった

が， 25年秋ごろから労農予稿校に入学するための学吾サークノレ，講習会が各地の工場や

職場におこってきたことは特徴的である. 25・26年支のはじめに，教育人民委員部職業

教育監誓局の会議で， 「もっとも遅れた労働者クソレープや， 特に鮮地の農民， ロシア以

外の遅れた民族や基礎学力の不足なものを労農予備校に入れるための講習会を地方に組

織すること誌， E的にかなったことであるしまた必要なことであるJ(f>)と決定した. こ

( 1) H. B. BHxHpeB， TaM滋 e，CTp. 13. 
(2) <<Ei是正eHe)l.eJIbHHKHapKoMnpoca>}. 1926. Nミ5， CTp. 97. (KaTyHu.eB， TaM iKe， CTp. 73.) 
(3) ApXHB UK  BJIKCM， )1.. 8436， 1921-1926. 
(4) <<0 Pa6争aKaX}>，(託3 nOCTaHOBJIeHH完口K BKTI (6)， <<，UHpeKTHBbI BK口(6)no BonpocaM 
ロpOCBelll.eHH兄)>， 1931. PCφCP. CTp. 156.) 

( 5) ApXHB MUHHcTepcTBa npOCBelll.eHH兄 PCφCP，(ト pa6<taKOB1925-1926， )1.. 85， CB. 2， JI. 28. 
(H. M. KaTyHu.eB， TaM iKe). 

， 
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採m.f; 
の中にこれまでの独学にかわ

って次第に，第一科学校く五 4下

年〕や七年制学校の卒業生の占

める割合が増大してきた，

入学者の知識水準の向上とと

もに.学生の社会的構成におげ

る労働者や党員の比率がひきつ

づき高まり，当時の普通初等・

中等教育や中等技術学校と比較

してその比率がきわだっていた

ことを以下の表は示している.

採Jlj=人学の知識水準が引上げられ，
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のようないくつかの具体的方策によって，

関機成長

20-25政

1928・29年度学生の社会的構或∞

!労働者 農 民!その他

4 年 11.2: 79.6 I 10.0 

ラ~ 7 年 28.0 41.0 31.0 

8 ~ 9 年 21.ラ 41.5 I 37.0 

労農予備校 68.6 27.1 4.3 

18-19 或 ~2.15%.1925 ・ ~6学年度にお{する労農予儲校生の年齢構成は，

25-30議 20.:19 % 

であり， 20-25最が基本的部分

また労農予指校

が)
rea--

の教育施設と比較Lてもっとも

{民L¥

における女子学生の割合は。

となっている.

52.36 ;;1:. 

女子学生の割合的

学 年 度大学高可;字詰長:主術学Z;要術学芸
1927・2g;28.21i7.353.2i3A

28・29 29.0 16.6 4ラ.6 I 31.9 

2ヲ・ 30 28.8 ヲ.9 - i 

(ロ〕 学生数・学校数およ

び学習期間の伸縮

次頁に示された労農子前校の

学生数と学校数の表およびグラ

すなわち，第一期は‘ JE生から 192:j・24学年!支にカベナて
24・25学年度主逸ら 27・28学年宣iこかげての停滞期. 第三期は，

第四期~1， ~~3 ・ 34 学年!支から 40 ・

フ(85頁参賠〉から，学生数およ

び学校数の伸縮をつぎの四つの

1I ~:jt出二区去することができる.

の漸前期.第二期は.

28・29学年度から 32・3:1学年度にかけての;急増期.

41学年度にかけての減少消滅期.

第一の漸増期は，第三の急増期に比較Lての“漸ifーであって， 20・21学年度との比

較では 23・24学年度までの 3年間に学生数，学校数とも 2.5信sこなっており，漸増期と

この拡大テンポは当時の地の教育諾機

就学語教青蒐tiJt-一ーが全て学生数と

はいえその拡大テンポは急速であったといえる.

関 下級・中級職業教育， 初等教育，

( 1) <<Tpy)l，>} OT 9 MapTa 1929 r. NQ 57. (H. M. KaTyHueB， TaM )Ke， CTp. 74.) 
(2) <<HapO)l，HOe npocBer.ueHHe B CCCP 3a 1928/29>)， HapKoMnpoc PCφCP fOCH3)1， 1930. CTp. 
34-35. 
(3) TaM )Ke. 
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1920年代o"/ピエト教育部度(ロシア共和国)f.こ占める労農予備校の位置(1)
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[幼稚園 1

労農予婿校の掌生数と学校教的

(学生数|学校数

1919末 2， 149 14 1927・28 48， 799 122 1935・36 2ラ9，000

20・21 18，005 ラ4 28・29 52，900 164 36・37 195，000 

21・22 27，172 85 29・30 75，000 37・38 143，000 

22・23 39，219 108 30・31I 155，000 340 38・39 108，000 

23・24 45，913 130 31・32 285，000 800 39・40 ラ3，000

24・25 43，322 113 32・33 339，500 1，025 40・壬i 25，000 

108 33・34 271，000 G 

26・27I 45，702 34・3ラ 279，0∞| 

学年度|学生数 i学校数 11学年度|学生数 i学校数 11
学年変

も減少しているくのことを考えるととくにめざましいものであり，権力をにぎった労揚者，

( 1) r. M. Kp)KH)KaHOBCKH員， <<CouHaRHCTHQeCK3完 peKoHcTpyKUH兄 HKyRbTypHoe cTpoHTeRb-
CTBO>) ， 1928. I13.ll. KOM. AKa.lleMHH， CTp. 19. 
(2) A. B.刀yHa可apCKH九《瓦ec克TbReT KyRbTypHoro， cTpoHTeRbcTBa B cTpaHe pa60QHX H 
KpeCTb5IH)>， rOCH3.ll 1927. CTp. 147. H. B. BHxHpeB， TaM )Ke， CTp. 10 <<DoRbllla兄 COBeTCKa冗 3H・
UHKRone瓦e5I>).TOM 35， CTp. 451. M. M.且e如 eKO，<<40 ReT HapO，lJ.Horo o6pa3oBaHH兄 BCCCP>>， 
rOC. y立-ne，lJ..H3.ll. MHHHcTepcTBa npocBemeHH5I PCφCP， 1957， CTp. 222. <<行apO，lJ.HOenpocBe・
meHHe B CCCP 3a 1928/29)>， HapKoMnpoc PCφCP rOCH3瓦・ 1930.CTp. 30. <<Cultural progress 
in the U. S. S. Rム Foreign languages Publishing house，おおscow19ラ8.p.83. 

(3) A. B. JIyHaQapCK百九<<，lI.ec完TbReT KyRbTypHoro cTpoHTeRbcTBa B cTpaHe pa60可HXH Kpe・

CTb兎日)>， rOCH3ぇ， 1927. CTp. 139-144. 

この時期における減少が，中等，初等，就学蔀と低学年になるにしたがって激しいところから， 園

内戦と干渉戦による一般的な物的資材の欠乏の植にヲ18年から 22年にかけての発疹チブスの大流

行による児童の死亡が原因しているであろう.
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農民の宇宙，在IJ)さへの立

欲の大きいこととソビエ

ト政権の労震予備校建tiz

への熱意を反映している

であろう.第二の淳蔀邦i

は，復興期から建設期へ

の発展を反映した採用=

入学茎準の変化一一党派

性から専門性一ーによっ

てもたらされたもので為

る.入学のさいの知識水

準の引上げにより，

ア共和国の労農予鑓校で

は. 1927年に 18.410通

出された願書のうち. 40 

%にあたる 7ラ105人しか

採用されていない，の第

三の急増期における拡大

テンポは驚異的なもので

あり，このような拡大テ

ンポを示した教育機関は

ソビ、エト教育の歴史にお

いてすらあとにもさきにも，労農予稿校のみである.これは， 1927年 1丹の教育人民委

員部の労農予稿校生3倍{との決定と， 労農予備校や工場に開設された準備講習会の量的

質的向上によってもたらされたものである. しかし，一方ではこの急激な拡大の中にす

でに消滅への新しい矛盾を内包していたので、ある.第四の減少消滅期にかんして辻後述

する.

学習期間の伸縮もほぼ以上の時期区分に対応 Lている. 1919年 2月，労畏予備校と〉な

った:'1"1初は 3カ月間であったが， これでは大学での聴講能力を身につげることは無理で

あったので，労働者は期間の延長と延長した期間を普通教育にあてることを Lつこく要

求 L. さらに 3カ月〈電気工学関係は 6カ月〉廷長された. 9月に法制北されてからさ

らに延長されたが統一的で、はなし生物，社会経済部門の 2年にたいして，技術部門は 3

年であったりした. 1921年 6月に開かれた第 1国労農予嬬校大会で，全部門の修学期間

を3年とすることが決定され， 9月から実施さjノLた (2)

その後，復興期の間は3年であったが，建設期に入って新らLく労農予鈷校に提起さ

れた「高い資震をもったカードノレ養成の準備Jとしづ課題を遂行するために期間を廷長

することが，教青人民委員部職業教育監脅烏で決定され，シュミット (0.10.立lMl:IJJ，T)を

(2) 
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φ.φ. Kopo.neB， TaM Ae. 

8ラ



竹田正直

議長とする特別委員会が設けられた. 1927年 3月のモスクワアカデミー活動家集会で，

f労農予備校の活動家の意見が 3年の学習期間の欠拍を明らかにしていることに基づL、

て，昼間労農予稿校の学習期間を 4カ年に移行することが緊急である」ω と決定され，

27年後半から 4年鋭へ移行しはじめた.最終的には， 1928年 1月 15日のロシア共和国

人員委員会議の決定によって確認された.

1930年 5月 16Bに，党中央委員会は「労農予備校の改革にかんする」決定を採択し

たが，その第八項に法「昼間労農予措校の学習期間は 3年に短縮する.夜間および文化

的に遅れた諸民族地区の労農予備校は 4年制にすえおくものとするJ∞と述べられてお

り，ここでふたたび昼間労農予備授は3年制となった.

ゃう 教師および管理・財政面

教師については，学習サークノレのときは職場の党員や活動家がその役割を果したが，

大学に附設されてからはほとんどは大学の教官が指導にあたった.しかし政治教青はひ

きつづき党員が行なった. 教師のうち党員の占める割合は， 1923・24学年度に 10.3%

〈コムソモーんを含めると 19%)，1925・26学年度には 16%であったが，社会科学担当

教師は 60%が党員であり，また校長は全て党員であった. 1926・27学年震に労農予嬬

校教師の総数は約 2，560名であったが，当時の学校数は 109校，学生数は 45，702名であ

るから，一校平均，教師は 23人，教師一人につき平均学生 18人となる. また，総数の

うち 85.6%が大学教官であり，残り 14.4%は中学校の教師である.この中には主とし

て，外国語と読み書きの教師と党員=社会科学者がふくまれている.教師のほとんどは

男であり，婦人は18.5%にすぎない.ω

労農予備校の管理組織については， 1919年 9月の法制化とともに教育人民委員部の所

管となり，その中の職業教育監督局に労農予備校部が設けられ，具体的な管理・指導法

ここで、行なわれた. 1930年 5月 16日付党中央委員会の「労農予措校改革にかんする」

決定によって，教育系労農予備校を除いて，全ての労農予備校の管理を教育人民委員部

からはずし各専門に応じておのおのの高等教育機関に所思させ，さらにその高等教育

機関はそのもっとも近い各人民委員部に管理されることになった. これによって社会主

義建設に伴なって必要とされるカードノレは，求めるものと養成するものとがー誌となり

労農予備校の一層の発展をもたらした.

教育費について， ピヒリョーフ (H.B. BHxHpeB) は 1927年当時のことについてつぎ

のように述べている.ω (1)モスクワの労農予錆校と勉との不平等はまだ残っていると

はいえ， ー罵個々の労農予備校関の均等配分に近づく額向にある. (21賃金のことで

は，校長と教員の生活向上に大きな注意、がはらわれたが，職員の手当はまだ低いままで

ある. (3)教育費の支出は年々増大し 労農予錆校の教材を急テンポで補充する真の可

能性を与えている. (4¥学生の物質的保障(給費金〉は，昼間労農予備校生には全部あ

(1) urAOP.φ. 5574. on. 5， e瓦.xp. 22， JI.6. (H. M. KaTyHu.eB， TaM 2Ke). 
( 2) <<0 nepecTpo詰Kepa6争aKOB>>，nOCTaHOBJIeHHe日KBKn (6) OT 16/V 1930 r.付江民peKTHBbI
BK口(6)no BonpocaM npocBerueHH匁))， YQrH3・HapKOMnpocPCφCP， 1931. CTp. 156-159ふ
( 3) H. B. BHxHpeB， TaM 2Ke， CTp. 23-24. 
( 4) H. B. BHxHpeB. TaM 2Ke， CTp. 11. 
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たるが，それでも給費金額はまだ不足している.

砦農予信技c予算(1)

学年度 拡大率

100% 

3) 教授・説育過程の内容と方法

( l' ) 発生if立におげる教育内存の不統一ー

労畏予錆校は発生当初，同時に二つの百(1ヲ1924・25

1925・26

(予筆(/レーブリ)1

丸03悶 6 I 

11.397.445 

12，462.178 
12併 をもっていた すなわち一方で，労農子

lヲ26・27 1379〆。
ー 備校は，完成した知識体系を与え、聴講生の

中から経済建設の専門分野における活動家になる労働者.すなわち技術者を養成すると

いう独吉の課題をもっていた. 地方で，労農予[藷校;土，労{勤者の大学への入学のための

準備段階であり，完成した高等教育を受げる準備を目的とした.，∞このように，同時に

二つの課題を， 3カ月という短期間に果さねばならなかったために， 当初の教科プラン

もプログラムも統ーのない複雑なものであった.

はこめ労農予慌校は，附設された大学の性格に応じて，経済系労農予備校と技指系労

良予揃校の二つに大足立された.

経済系労畏予締校は，労働者に富民経済現象の本質理解を与える課題とともに，労他

者を国民経済と国家建設のさまざまな芳野での専門活動ヘ準掃する課題をもっていた.

教育内容の主要な関心i土，社会科学と経j済斉学に向(げすられていたが，教材は一般謀程と寺

門課程に配分された.専門i課程は，はっきりと実践的性格を有し， ①集団1t. (~労前

者，③工業.G=J農業@会J-t-.境政の教科をもっていた.技能系労農予備校も二つ

の性格をもち.一般課程は，数学と物理の科目があり， 専門課樫は. 。電気工学課程，

~) fヒ学工学課程. ;-))冶金工学課程にわかれていた.

労良予儲校の学習期間は，はじめ 3カ月で式ろったが， 多くの教育内容を身につげる必

要から労働者学生は学習期間の廷長を要求しすでに述べたように. 6カ月になり， 9 

カ月になり，さらに 2年あるいは3年となった.

発生長2カ年の経験にもとづいて. 1921年，はじめて労農予稿校の，最初の統一的教

科プランの草案がつくられ. 6月の労農子指校第 1I司活動者大会で承認され， さらに最

終的には 8月に，教育人民委員部労農予指校部で確認されたのそれとともに労農予1IrI]

校は三つの部門一一一物理・数学系， 自然、科学系‘社会・経済学系をもつことになった.

教科プランにはつぎのような科弓が含まれていた.ω

1)数学(算術，代数，幾何，三角法.高等数学基礎). 2) ロシア語と文学史， ~3)社

会科学(文化史， ロシア史，西欧近代史，政治経湾学，ソビエト権力，史的唯物論，経

済地理)， 4) f詩人と社会の産生にかんする講話. 5)地理， 6)水についての実用的知識

と対話. 7)土地と空気iこついて， 8) 自熱科学〈植物学と動物学)， 9) グラフの基礎知

識， 10)物理， 11) 1ヒ学， 12)力学， 13)外国語. 14)労働組識， 15)労働過程の力学

と生理学， 16)百科全書的専門知識.

( 1) TaM )Ke. 

C 2) H. B. BHxHpeB， TaM )Ke， CTp. 16. 
(3)φ.φ. Kopo.neB， TaM )Ke， CTp. 403. 
(.4)φ.φ. Kopo.neB， TaM )Ke. 
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竹田正室

この教科プランを革命前の 1914年のプランω と 1920年の革命後最初の初等・中等普

通教育プラン∞と比較しての長所は，前者との場合1.宗教科の廃止 2.自完全科学教

科の大幅増加， 3.外国語の過重負担からの解放， 4.社会科学の導入，であり，後者との

比較では， 5.政治性・党派性の強調 6.実生活と密着した教科目 7.労働教科の最初j

の導入，があげられる，このように 1921年のプランは，党派性と実生活の重視，社会科，

学と自然科学の統ーなどすぐれた側面をもってはいたが，一方で辻，発生初期の採用=

入学基準が党派性を無捜し知議水準については「おおまかな読み書乞整数の四則葬」

程度であったことを考えると， 16科目(縮分すると 30科目〉を 3年間で充分身につけ

ることはとうてい不可能であっ，逆に教持の過重負担により学力低下を招いた.それ

にしても体育および芸術教科の欠落は指摘されなければならない. 1921年の教科プラン

にもいまだ，発生初期における労農予備授の二つの呂的が反映していたといえる.

(ロ〉 建設期における基礎教科の重視

1921年の範倒的教科プランは，その後の実哉の中で，教材の過重負担による学力低

下と Lづ矛唐を露呈したため，職業教育監督局労農予備校部は 1924年に新らしい義務的

教科プランを作成した，

1924年昼間勢農予錆校教科プラン(3，

| 社会・経済系
一学年|二学年|三学年|合計 一学年 j三学年(三学年 i合計

ロ シ ア 8 6 4 18 8 6 5 19 

数 学 10 9 10 29 10 8 s 26 
外 屋i 三日仁五1 11 2 2 4 2 2 4 

物 理 8 8 16 g s 6 14 

階級闘争史 4 3 4 11 4 4 5 13 

経 済 兵寸三ら一 2 2 4 3 4 7 

経境政策 2 2 2 2 

政治学教程 3 3 3 3 

生 物 4 3 3 10 4 3 3 10 

i1h 理 5 2 2 9 5 3 3 11 

化学l 3 
581 | 

3 2 5 

図表のま礎| を 2 4 4 

A 
仁1 計| 。ノ

4
宅
A

4
B
B
 

118 

1924年の教科プランは， 1921年のにくらべて非常に整備され，労農予備校がはっきり

と大学高専への『運河Jという一つの昌的に統一されたことを意味する. とくに， ロシ
ア語，階級闘争史，数学，物理の重視が呂立つ. しかしこの教科プランは，昼間労農予

備校の修学期間 3カ年に応じてつくったものであち， 27年後半から実現した 4年制教科

プランに改編しなければならなかった. この改編拭 1926年から 28年にかけておこなわ

( 1 )φ.φ. KOpOJIeB， TaM )l{e， CTp. 15-37. 
( 2) H. A. KOHcTaHTHHoB， E. H. Me.ll.bIHCK自民， M.φ. llla6aeBa， <<I1CTOPH兄 ne，瓦arOrHKH>>， foc. 
y平日eぇ.H3.l1.. MHHHCT.口pOC.PCφCP， 1956. CTp. 371. 
( 3) H. B. BHxHpeB， TaM )l{e， CTp. 19. 
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1924年夜間勢農予備校教科プラン(1)
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19~8 {rの投手[-プランは‘ ~4{Iミのi二1tべて某礎教科の11年同教が一層i行大 LてL、る.たと

えば， 一週間当りの全学年(i，i!-If与IliJ数i二Lて， ロシア話 2.5詰，経済子:2. 5倍，階級hi'rl

争史上5倍，物j<tt1. 5倍，生物 1.:} (ι 数字:1. :~倍となっているー 1928 年教科プランの

第 4fy:fド，すな，わち大学ifJjf草入学i立iiiJ0)学年の一週間当り Wi'1I号数を， 汚;通Ijl手教育の).:.

( 1) TaM )l{e， CTp. 20. 
ぐ2) 日0)1.pe)l.. K. H. DblJIHHCKOro， (<JIa60paTopHbI註nJIaHB npaKTHKe pa60TbI pa6中aKaHM. H. H. 
5yxapHHa npH 2 Mry>>， HapKoMnpoc PCφCP， rOCH3)1.. 1929. CTp. 14-16. 
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約田正直

学高専入学直前学年〈第2科学校第§学年〉の教科プラン(1)と比較すると，労農予備校

における基礎教科の重視が一憲明白になる.労農予稿校第4学年のー適当り時間数は，

第 2科学校第9学年の数学3倍， ロシア語 2倍，地理2.5f音，化学4f苦，物理・生物お

のおの 2告である.

1928年教科プランのロシア語には文学も含まれているが，文学のふやされた時間数は

今まで教えられていなかったロシアの革命的民主々義者， ゲノレツェン，ペリンスキー，

チュノレヌイシェフスキーラ ドプロリューボフなどの創造的著作の学習にあてられてい

る.∞当時，普通中等教育学校〈第2科〉で、は歴史の独立教科はなく，社会科学の中に合

主れていたが，労農予嬬校では階級闘争史として全学年で教えられ，内容は古代から 10

月革命までの史的唯物論にもとづく歴史および帝政ロシアの階級関争とボノレシュピキ党

の基本理念，組織，政策の理解，さらに，現代寺田主義，戦争と平和，革命と国防， JII 
i司革命と労働者階級の冨諜的組織一一一コミンテノレ γや第二インターナショナノレの学習を

合んでいた.ω

社会主義建設が進展するにつれて，高い資質をそなえたカードルが必要となり，学校

教育にたいして科学の基礎をしっかりと身につけた技術者や組織者の養成が要求される

が，普通教育学校がこれにこたえるのは，ょうやく 1931年になってからであるのにたい

して，労農予稿校辻 1928年の教科プランにおいて，すでにこの要求にこたえていたとい

える.また，戦争の科学が普通教育学校に導入されるのは 1932年であり，労農予備校は

この点でも迫りくる担冨訪衛戦争にいちはやく備えていた. レーニンが， r共産党結胞
はわが党の伐表者であり，労農予備校はわれわれの階級の代表者であるJCりといったこ

とがここにも示されている.

〈ハ〉 教育方法としての「分自・実験室法」

労農予錆校発生期における教育方誌は， ほとんどのところで，いわゆる普通の教室で

の講義方法がとられていた. ピヒリヨーフによれば，講義形式がとられたのは，教育内

容が広く多方面にわたり，それを急速に学習しなければならなかったし，教科書もなく

教授法など検討されていなかったことによる.くめ

1924年， プロジェクト派と呼ばれる数人の教育者によって，アメリカの「ダルトンプ

ランJ(丘a.;1TOH-II.;1aH) が移入され，高学年では，それが「分li]・実験室法」く5pHraJI.HO・

JIa60paTopbHbI員 MeTO，lJ.)として受け入れられた.労農予備校でもこの「分間・実験法J

が，新しい社会にふさわしい「新しい教授法j として参透していった. r分団・実験室
法」によれば，まず，学生を 3"'-'5人の小集団に分回し，教師はそのおのおのの集団に

4週間分(1928年の教科プラン参照〉の課題を与える.その後各集団が自主的に教材，日

時，場所(実験室か研究室〉を選んで学習しその結果を学生が集団的に点検した.

く1)口0)].pe)].. I1. BeKCJIepa H P. XapHToBo九 <<BTopa兄 cTyrreHbCOBeTCKO註Tpy)].OBO設IllKOJIbl))，
r JIaBCOUBOC HK司 PCφCP，1929. CTp. 151. 
( 2) KpacHoe cTy)].eHIlecTBO>). 1928-1929. N2 11. CT予.8. (H. M. KaTyHueB， TaM )是正eふ
( 3) nO)]. pe)].. K. I1. DbIJIHHCKOro， TaM :>Ke， CTp. 79-103. 
(4) レーニン， Iロシア共産党(ボ)第十一回大会J，全集，大月版，第33巻， 322頁.
( 5) H. B. BHxHpeB， TaM :>Ke， CTp. 21. 
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教師はその間，学生の作業時間数を学生の提出する計算票に記入し 月末に各集団の報

告書や図表を評価するのみである. この分団・実験室法は，当時何よりも「学生の自主

性を発揮させ，学生の実生活や生産上の経験を和用できる(1)ものであり， 伝統的なつ

めこみ形式の講義方法を克報する一完全にプロレタリア的教授=学習方法Jとして労長

予備校の普遍的教授法とされてL、た.その後.或績評価i土教師と学生の合同会議で行な

われるようになったう，作業時間の量的評価(出席率)だけでなく.質的評価 (1友梨の

達成度)が行なわれたりしたが， 1932年 8月 25日の党中央委員会の決定∞までうれ、tl• 

実験主法はちかれ少なかれ労農予備校および也の教育機関に影響をおよぼした.

分[;tJ・実験室法によってもたらされる欠陥は， 1)教授=学習過程における教師のお

;弓的役割の低下， 2) 科学の系統的な修得を妨げること， :n .，'[:芹11寺閉め訟の λj)¥，;'Fflllj~ 
，!lること， 4)その結県，生徒の{向性がft型fとされる， 5) クソレーフ，O~f. {[fj î による ff，l~ 人の ì (i

討1貞任の軒干見，などである.

レニングラード大学のジエノレジャピン (H.C. l(ep)l{a8HH) 教授(;t， l分出・実験宅法は

子どもの Fゴッコ遊びJに方法論的意義づげを与えたり，法規fヒしたり， 文字をひねっ
てもったL、ぶった術語で紛摘しているにすぎな~ ， ，(ぬと当時すでに，きびしく批判Lて

分自・実験室法は建設期における労農予稿校の任務としての労働者， 農民に科学の)1乙

礎を身につけさせることに充分ふさわ LいものとはL、えなL、が， Lかしそれが学生の

自主性と創造性をのぼした点は正Lく評価されなけれ;王ならない. ただ， この自主性お

よび創造性が， 目的原理であるとともに方法原理.でもある集団主義教育に正しく位童づ

げられずに‘教授=宇宙の}j法として把握されていた点にこそ問題があったといえる.

LカミL.分自・実験室法の欠陥の克報においても， 普通教育学校に比べて労農子結校

は先進的役割を果した. これは労畏予措校の管理・指導をおこなっていた職業教育監督

号の指寄世によるところが大きい.分間・実験室法の欠陥が，つまるところ“学力fs:下い

にあるところから，職業教育監督号;え 1926年 1月に学生の成績評語にカ益んする新 Lい

規定をliZf. 半年ごとに学胃活動の点検を行なった.職業教育監督局の特別文書は，つ

ぎのよう i二述べてL、る')';良子保i校生の進級:i，、主生の綿密な!え績点検と 't'U(j~三

fj: CI ¥1，身F持層)の入念、な点検i二よって行なわれなけhばならない. そして。レカミなるJt)

f?でも.その学年の知識習得が充分できていなし J芋生に，i1E級を詳してはならない. とく

i 二-~''f: 1下から二'芋1rへの進放のための成績点検は厳毛にしなげれ;王ならない.なぜJ2

ら，一学年の学習が全ての基礎になるからである ω

1926年 6月から，労度予備校の最終学年で基礎科目 社会科学，ロシア語，算数.

物理 にかんする学力テストが行なわれることになった.これについて， 1927 年:~ }J 

26 日に開かれたモスクワ労良子前校活動斉丈会は -192611'-に実掩された字業生の!え

( 1) H. B. BHXHpSB，T aM iKe CTp. 21. 
( 2) <<06 YQe6HbIX nporpaMMax H peiKHMe B HaQaJlbHOU H cpe，ll，He註 WKOλe>>.

( 3) <<Hay可HbI註 pa60THHK)>，1926，泌 5-13，CTp. 42. 48. (H. M. Kau，YHIl，eB. TaM iKe. CTp. 75'，. 

(4) <<ApXHB MHHHcTepcTBa npocBemeH琵兄 PCφCP>)， 1925-1926. ，ll. 66， CM. 2， JI. 45. (、H.M.
KaTyHu，eB， TaM )是正e，CTp. 75.入
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績試験は，高等教育へ進む労農予備校生の学習の質を一層高めたと考える.ゆえにこのよ

うな卒業生の学力テストは， 今後とも毎年行わなければならないJω と決定している.

労農予嬬校生の落第が行なわれるとともに，大学側も労農予橋校生にたいして知識水準

をきびしく要求するようになってきた.学生の知識水準向上のための職業教育監督局の

具体的方策にもかかわらず，労農予錆校生の学力向上はすぐには実現しなかった.たと

えば，モスクワ大学附設労農予信校では， 1927・28学年度む成績不良生が33.3%，大

学からふるいおとされたものは18.8%にのぼった.この欠陥を克服するためには，一層

強力な行政指導とともに，それに呼応した学生自身の革命初期の創造性より一層次元の

高い，すなわち，社会主義の時代への発展を反映した自主珪・創造性の発揚をまたねば

ならなかった.

(ニ〉 専門知再編成と“突撃作業隊"

1928年 1月15日付ロシア共和国人民委員会議の決定によって， 全ての労農予儲校

は，技術系と社会・経済系の二つに統ーされることになり，平くから存在していた教育

系と生物系は先の二つに吸収されることになった.技能系と社会・経済系の比率は 3対-

1の割合で考えられ，卒業生のおよそ75%を技術系大学に送ることが望ましいとされ

7こ.

1930年 5月 16日に，労農予備校史上画期的意義を有する党中央委員会の f労農予稿

校の改革にかんするj∞決定が採択されたー

「大学高専を専門的特質に応じて，それに対応した経済機関に移譲するとLづ大学高

専の再編にかんする最近の中央委員会の決定にもとづいて，労農予舗校の根本的改革が

行われなけばならない.

1. 各々の大きな労農予備校の中にある様々な部門は，独立した労農予錆校〈工業技

術，農業，経済，医学，教育等々〉に再編成すべきである.さらにその独立部門を，大

学高専のうちもっとも近い特質をもつものに正しく結合し，それを経済・教育合問機関

(Xo306ラe)l.lmeHIle) と人民委員会議Iこ適志した管轄に結びつけること.教育系労農予稿

校は，教育系大学に回定し教育人民委員部の管轄におく.…… (2，3，4，略〉

5. 大学高専をその管轄に入れた全ての経済教育合同機関や人民委員部は，大学高専

に附属して今年中に昼間および夜間労農予備校を組織すること，夜間労農予錆校は，大

学高専にかまわず，大産業地域や大企業，あるいは大きなコルホーズやソホーズに間属

してつくられる.・

6. 労農予備校生の学問的水準を高め，大学生の社会的構成の30%までを労農予稿校

卒業生で、占めるようにすること…・一 (7，略)

8. 昼間労農予儲校の学習期間は 3年まで短縮すること，夜間労農予錆校と文化的に

遅れた民族地区の労農予備校の学習期間は 4年にすえおくこと，昼間労農予繕授の最初

の一学年は，生産から離れることなく学習すること，夜間労農予備校の最後の学年は生

産から離れておこない，学生を経済給費生にすること…"'J

( 1 )工lrAOP，1927.中.5572， orr. 5， e)l.. xp. 22， JI. 6. (TaM )Ke入
(2) ((0 rrepecTpo長Kepa6中aKOB)).OOCTaHOBJIeHHe日KBKO (6) OT 16/V 1930r. ((<瓦HpeKTHBbI
BKn (6) rro BorrpocaM ロpOCBeIll.eHH兄>>.Y毛主fH3・HapKOMrrpocPCφCP， 1931. CTp. 156-157). 
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この決定により，労農子情校は各々の専門別に大学高専に附属しそれがまた各人民

委員会議の管轄に入ることになった. このような専門別再編成は，学生の成績点検とあ

いまって労農予錆校生の専門的知識水準の向上をもたら Lた. 1932年末の調査は，労長

予縮技における教授=学習方法は根本的に改善され，学課が復活 L，時間表が固定さh，

教師の指導性は著しく増大 Lたことを示している.

こうした行政指導に呼応して， 1930年の終り項から，教育活動における社会主義的競

争ともいわれる学生の能動的な新Ll、運動が労農予備校に起った.それは“突撃作業隊"

といわれるもので，生産現場におげる工業生理突撃隊をとり入れたものであり， :3 ~ 4 

午の労畏予備校の全学習を 2.5~ 3 ~l'".で終えようとするものである.“突撃í'F :R隊"のス

ローガン;1， r'芋習の質を下げずに，学習のテンホを速めよ /j であった. ブィシンス
キー (A.完.BbIWHHCKII恥は. I rll想録の111でつぎのように語っている知識を授けよ

，，'"これは，大学高専にとどろきわたった関守干のスローガンである. 労t良2子耐仙H校交弓乍:がノiに4 
，一7γ引、γJ

験生カか￥らラこのスローガンがはl干しく投げつげられた.“知識を授(十よ.〆‘というスロー

ガンが一番はじめに出てきたのが，労農予稿校卒菜生で一杯になってL、る大学高専治、ら

であったということ法，プロレタリアートや農民出身の吉ー年たちが. 100%知識を盤何

ずる t二で. 邪!棄になっているものは全て打ちくだL、て Lまうといろ意気込λを示すもの

である.メ1)

E 社会主義建設の達成と労農予備校の消滅

発主し，発展したあらゆるものが消波するように，労農予備校も 1940・41学年度を最

後に消滅した.(2)消滅の要因として己， (1)高芋教育プロレタリア化の進展， (2)中等普

通教育の発畏， (3)労農予詰校の内部矛f昆 (4)社会主義建占の達成と敵対階級の消滅を

あげることができる.

1 ) 高等教育ブ毘レタリア化の進展

7JE2予告iii佼は，つぎに示すように年々宇奈生を送りとし， 1924 1ドには rjl くも大i~r:II!':j

費農予備校章葉生(3) 専採用者 ls.OOO人のうち:j7%を. 251tーには

19201r......... 215人
1921・・・・・・・・・ 1， 210 
1922・a・・・・・・・ 3，57ラ

1923・・・・・・・・・ ラ，31ラ

1924年…・・・ 8，000ヘ
192ラ・・・・・・・・・ 8，3毛6

1926・・・・・・・・・ 7，ラ00
1927・・・・・・・・・ 7，100 

:38.5 %， 26年iこは40%を占めるようになっ

た. 1923 年カミら，ツ;j)~子描校卒業生の進学希

望者;土無ぷ験で大学i二採用さJt，残りの定i.!

を，党機関やコムソモーノレ，労i動組合， +~'γ 

宇'J~!ttにどに'，ifljりあてど(4-)~5 ・ 26 '手11:.f主力、ら 4士、 労 'l'fiii!j>< T.子主主でいえ請のJE1LJ，

i、 H.M. KaTyHueB， TaM )!{e. 
¥. 2) <<ne.ll.arOil1y.ecKH詰 CJIOBapb>>，113.ll. AnH 1960. T. II， CTp. 245-246. 
(3) H. B. BnxHpeB， TaM )Ke， CTp. 14. 
(4) 19241nこは残りの定員を党員25%，コムソモール 15%，労働組合中央評議会35;?o，ゲ・べ・ウ
3?:占，地方教育委員部2%，負傷兵 10%，丹謝を払う学生 1む?ム 25年には，党機関と労働組合50%.
11"学卒業生2ラ9{J，労犠知識人 l切ら，その他 lラ%に割り当てた吉田熊次著「ソ連邦における教育改
平と教育志想J畝傍書房， 1942， 115-116頁〉.
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のは入学させないことになったが，一方では，中等普通教育卒業生にたいして一層きび

しい政治的試験を課すことによって，富農や小ブルジョアジーの大学進学の機会を強制

的に抑圧し，高等教育プロレタリア北を促進させた.その結果は，大学入学者中に占め

る労働者および党員・コムソモーノレ員の年々の増加となってあらわれた.

入学者の社会的・政治的構成ω

入学者に占める労働者の割合 ! をできをE党言書易よ
学年度 11-L-"'" _ = 1 '*" !l!I=/~h';; I中亨哀-L-"" _ = I 九「中l亨瓦

大学高専|労農予備校!衛学校!大学高専 j労農予備校 l能学校
日 % I 字詰 % % % I % 

1926・27 28.7 1 ラ1.0 1 21.8 11 46.0 1 75.0 1 36.2 

1927・28 34.6 1 60.2! 22. 7 11 54. 1 I 79. 7 I 32.0 

1928・29 42. 3 I 68. 4 !お.ラ 11 汚.2 1 84.0 I 37.4 

ゆ29・兜 63.7 I 72.9 1 - ii -: 

1928年と 29年に高等教育プロレタリア化にかんする， 党中央委員会の二つの決定が

出された. 28年 7月の「新しい専門家養成の改善についてJと， 29年 11月の「国民経

済の要員についてj である.ω これらの決定によってとくに工科系大学のプロレタリア

化が重要視され， f千人の党員J(napTTbICHqmIKH，) I千人の労働組合員J(npoφTbICHqHHKH) 

が，工科大学に送りこまれることになったが，ある場合にはそれが「三千人Jにもなっ

7こ (3)

大学プロレタリア化の進展を，モスクワ大学と綜設労農予備校の関係でみると， 1920 

年に附設労農予備校生は 764名，そのうち労働者 34%，農民 56%，その他 10%であっ

た.ω 当時は学習期間が短かかったため， 1920年には第一回卒業生を送りだし，無試験

でモスクワ大学に採用された.その結果，革命前には労働者と農民をあわせて 0.5%で

あったモスクワ大学々生の社会的構成は. 入学者 3，212名のうち労働者 18.9%， 農民
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( 1) <<HapO，lJ，HOe npOCBelll.eHHe B CCCP， 33 1928/29>}， H3pKOMnpOC PCφCP rOCH3，lJ，. 1930. CTp・
34. 
( 2) <<KOCC B pe30λ治江区兄XH peweHH兄XC'e3，lJ，OB， KOH中epeHUH白 H rrJleHyMoB日K}>，可.II， 
rOCnOJlHTH3江3T，1954. CTp. 518-524. 632-642. 
(3) 若き日のニキタ・プ/レシチョフは， 1925・26学年度に労農子編校に入学し 29年に[千人の党員j
の一人としてそスクワの工科大学に入学している.
(4) K. T. r3JlKHH， <<BbIcwee o6pa3oBaHHe H nO，lJ，rOTOBKa Hay可HbIXK3，lJ，pOB B CCCP)>， COBeT-
CKa兄 H3yK3，1958. CTp. 80-81. 
(5) <<Hapo瓦HoerrpocBe回eHHeB CCCP 33 1928/29}>， TaM :iKe. 
(6) アレクサンドロフ抱編著，吉)11 . JII野辺訳， Iモスクワ大学J，山本書勇， 1959， 85-97頁
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17.2%となった.モスクワ大学的設労農予備校は毎年 500名前後の卒業生を送りだして

レたが， 1927年在校生 1，328名のうち，労働者 53.2%，農民 28.7%で，両者をあわせ

ると 81.9 %となり，当時のモスクワ大学の構成(労働者・農民 40.75幻とくらべて三

告の構成比であち， モスクワ大学プロレタリア{との密度を高めるために開設労農予備校

が如何に大きな役割を果したかが解る.

2 ) 中等普通教膏の発展

1918年の「学校令」と円三亘Jにみられるように，教育人民委員部は，革命当初 7第

IIト芋校→第三科学校・ 9年;j}1j学校→た学」のコースを手校;ち!Ji支の111心的型態と考えてい

とのであるが.過渡期のきびしい現実によってこの理忠之変頁せざるをえなかった.そ

の!主同と Lて， 普通教育学校の物質的基礎の欠訟や教育学上の用論的課謬などもあげら

れようが， もっとも基本的な点;に教育機会の拡大と教育内容にたL、する労働ι 農民
た衆の要求に耳ーを傾げず殺古機会における労長大衆の優先」要ぷにたいして(1，詑))

による教育機会の均手という近1¥:IYJJ1Jt立を対置させることによって結局;主，第三科およ

び 9 年 ;!~IJ学校におげるプチフソレ知識人， ネツプマン， グラークの子弟の明大をもたらし

たことによる. このことは労長子描校や工場実習学校、農村青年学校の発展とあL、まっ

て. 1924年の第 2科卒業生 375人のうち，わずか 650人が大学高専に採用されたにすぎ

ない(同年の大学高専採用者は 13，500人〉と Lづ現象に反映している.このような第 2

科学校にたいして， ソノレモフスク労働者集会で，労働者のマメノーフ (MaMeHOB) は，

「第2科学校は，われわれの子どいこ必要なものをテえていないので，子どもたちはそ

こから大学に入ることができなLづく1)と語り.同亡くナジェジナ (Ha，lLe)l{，lU1H司法「わ

れわれの子どもは詰足的準備をしなけれぽ第2科学校から大学高専へ入ることができず

すぐ労働市場へ出てしまう.そのため何年かの間に大学高導法労動者でないものだけが

入学するようになるだろう j∞と警告を発している.また，第一回国民教育活動者会議

でサラトフ (CapaTOB) 土「第 2科学技法生産に関連した主婦が少いので，生産との結

びつきが少l':rく. 学校は労働~.の i吉:接的な利益にほとんどこたえていな L ¥!ω と批't:iJL 

ている 9・10年制学校の発畏(り

このような小判通府内 学年史学校数 i別許 学年 L 学校教に明子
jjII'J'土， 19:n ~r:. 9 J1 :=;日 H'~'~'l'央一

委!i会の i-!J、.~ll"f:校にかんす

る」決定の実践過程で急速に克

服されていった(もちるんおftこ

な矛貯をはらλつつもに系統

的な干+芋の基礎:をしっ点追 i)

1914・15

1923・24

1925・26

1927・28

1929・30

1931・32

1，953 

2，0361 

1， 642 

1，775 

1，914 

5 

635 1933・34

669 193ラ・ 36 

707 1937・38

857. 1939・40

1， 117 

4 

1940・41

2，436 

6，01Qi 

9，9091 

15，8101 

18.811 

2.011 

3， 169 

7，3ラ4

10，834 

12， 198 

と身i二つ;十た卒業生が 9・10年;1;11手校からたf:;二送りどされ. 9・101j三;!;iJ学校は次第=ニ大

l 1) OO，ll pe，lI. B. H. KacaTKHHa H A. C. P03HHa， <<可TOrOBop兄TMaCCbl 0 HapO，llOHOM o6pa3o・
BaHHH --C60PHHK MaTepHaλOB>>， HapKoMnpoc， PCφCP， 1929. Cτp.8. 
(2) TaM Ae. 

(3) TaM Ae. 

( 4) <<Cultural progτess in the U. S. S. R.>>、 ivloscow，1958， p. 86-87. 
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学高専への基本的なパイプとなっていった. 1932・33学年度以降における 9・10年告u学

校の急速な拡大がそれを示している.

3 ) 労農予備校の内部矛重

1930年5月16S付，党中央委員会の「労農予嬬校tこかんする」決定で，労農予備校

はその専門に応じて各人民委員部の管理下に入ったことはすで、に述べた. カードル養成

の各人民委員部による掌握は，生産力発展の二つの主導的力一一一労働手段と労働力一ー

を同時にーカ所でコントローんすることを可能とし，両者の矛盾・が爆発する前に小きざ

みな統ーをもたらしそれによって生産力の円滑な発展を約束するものであった.この結

果，すでに労農予嬬校の量的発展のところでみたような驚異的な発展がもたらされ. 19 

:10'"'-'34年間だけで労農予備投入学者は 78万5千人に達し卒業生辻 19万8千人となっ

た.これは労農予備校のこれまでの 10年間に送り出した卒業生の 5倍以上であった.ω

しかし. 30年の改革とそれにつづく急激な発展の中には，労農予錆校を消滅へと導く

内部矛君をもはらんでいたのである.その第ーは，急激に拡大された労農予鵠校の通常

の活動を維持するだけの設備や財政的準備がなかったことである.第二は，卒業生の数

が大学高専の採用定員を大幅に上まわってしまったこと，第三は，管理が各人民委員部

に分割されたことにより，中央集権的指導と全冨的調整が困難となり，教科プランやプ

ログラムの統一性と系統生が失なわれたことである. これらの矛盾は労農予儀校の発展

期に起きたものであれば，決っして克服不可能なものではなかった.すくなくとも，こ

れらの矛盾が単独では労農予編校を浩滅させる決定的要因とはなりえない. しかし，こ

れが社会主義建設の達成期、す 大学高専入学者の学霊構成ω

なわち過渡期の治滅と結びつい 学歴174官10芋百肩尋尋問湧:嘉子高語言ー蚕
ト 学年震 \~ i学校修了i学校修了;学校務了|校修了:又は独学

たがゆえに労農予備松治滅への 一一十一~-~一一一瓦 7一一 %1 弱| 協「一%
3 4.2 I 13.31 10.41 55.01 17.1 一つの重要な(副次的ではある ""X. L J..-'...J I .lV. L I ，/./. V I 

2. 1 1 13.2! 12.0 1 46.8 i 2ラ.9
が〉条件となったので、ある-.~ I .-. ~ I 

1 935 -i 16.ラ 15.4I 36.4 I 31. 7 
中等普通教育の充実にともな 一一十一一一一一一一 | ! 

って，労農予備校の大学高専入学者に占める割合は低下し入学者の絶対数も減少い主

じ占ち7こ.

4 ) 社会主義建設の達成と敵階級の清譲

1929年という年は，中農がコ/レホース1こ入ってきたということと.総生産高における

工業部分の割合が農業部分を上まわったこと， および第一次五ヵ年計画が実際に動きだ

したということによって， ソ連邦の歴史で『韓大な転換の年Jといわれている.その年
はまた，アメリカをはじめとする日;界の帝国主義諸国にとっても転換の年であった.た

だ帝国主義諸国にとっては， l止界恐慌への転換を意味したのであるが.

1937年という年は， ソ-lliJi$の歴史において 1929年におとらず重要な意味をもってい

る.それは， 1929年にたてられた fソ連邦における国民経済の資本主義的諸要素を最後

(1) H. M.五aTyHI.I，eS，TaM )Ke， CTp. 79-80. 
く2) 吉田熊次著，同， 123頁.
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的iこ清算L，ソビエト人の意識のなかの資本主義的な残りかすを克miL， 司i内斗の全勤ヅ
者者命を槙極的，意議的な社会主義 主社土会主蓑経;済斉の占める書劃1合〈伶1η 〉

建設者に一変えるという課題j 同24年i1928制的年l凱年
を，すなわち社会主義建設を達 二五品一五三一五ートiiuiZ「玄21忌
成するとしう課題を基本的に遂 国畏所得に タ j35.d44.0! 99.i 鉱労

行したということによる. 工業総生産額に ク 1763!82.41 99.8loo.∞ 
?〆 l-ji!

社会主義建:誌の達成a，経済 農業総生産額十;: 'l 1.ラ 3.31 98.51 99.89 

WI:i!&i51買に ク I 47.3 76.41 1∞.0: 100.∞ の分野では， 1937年 4月 1日に

一一一一
4年 3カ月で達成された第二次五カ年計画によってもたらされた. この結果，国民所得，

農業集由化指標的 工業及び畏業総生産額.商取引高に占める社会主義的

年 |農家数(耕地冨積

% 

1 9 1 8 ， O. 1 I 

1 927 I 0.8! 

1 928 1. 7 2.3 

1 929 3.9 4.9 

1 930 23.6 33.6 

193 1 ラ2.7 67.8 

1 932 61. 5 77. 7 

1 937 93.0 99. 1 

1 940 96.9 99.9 

部分の割合i土， 98%ないしは 100ヲぎとなった，農業長

田化においても， 1937年には長家数にして 93%，耕地

面積にして 99%が集団化され、長業の社会主義的再編

が基本的i二達成されたことを示している.

政治の芳野でほ， (11Jよりもまず 1936年 12月 5fl 

の全ソビ、エト第81i:l1臨時大会で採択された新憲法が，

社会主義建設の勝利をあらわしている. トJi{勤者と12
民の社会主義国家である」ことが宣言されるとともに

「各人からはそのijE力に止;じて，各人i二;之その能力に
日
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するYJのスローガンに応えて

ソ連邦住民の階級構成問

:凶年l汚28年193珂1956年
工場・事務その他の労憤吾 (i7.51 17.2 36・2j 玖2
集固化された農民と協同組合職 -1 2.9 57.9 40.0 人 I

邸入農(富良をi珠く j とJt，協!>iJ //"7  

66. T 74.9 5.9 0.5 組合職人

地主，大小都市ブルジヨアジー，:>1
商人，富農 16.3: 4.6 

_: 

生れてきた， 工業生産突撃隊員やスタハーノフ運動にもソ連邦が社会主義の長一寺伐に入っ

たことが反映されている.

教育の分野では，経済の分野と政治の分野i二おげる社会主義建ぷの達成と敵階級の出

減を反映 Lて，すでに 1935年 12丹29日の法令によって.本人の社会的身分および，窺

( 1) <(Forty years of Soviet power in facts and五gures>>，Foreign languages publishing house， 
Moscow， 1958. p. 26. 
( 2) Op. cit. p. 35. 
( 3) Op. cit. p. 23. 
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が犯罫二などによって権利の制限を受けたと否とにかかわらず，大学高専の入学試験を受

けることができるようになっていた. このように、社会主義建設の達成と敵階級の消滅

によって，大学高専のプロレタリア化と Lづ労農予備校の主要な任務はすで、に終ったの

である.労農予稿校はここでト新たな任務をもつか消滅するかの転換期に立ったが，その

さい中等普通教育の発畏と労農予備校の内部矛盾の存在のゆえに消滅への道を歩まざる

をえなかったといえる.

労農予縮技は， 1940・41学年度に法滅した.ω

V 過渡期の教育法則と近代教育理念の超克

1) 教育制度の多様性

これまでのあらゆる階級社会の，とくに資本主義社会の支配階級は，全ての面にわた

って人民大衆の能動性を抑圧し創造性を否定しつづけてきた.支配階級によれば，政

治や経済の指導，管理，指揮労働.あるいは文化・教育の分野における，創造にむすび

ついているすべての精神労働の複雑な諸形態は，支配階級およびその代表にのみたず、さ

わることができるものであるとして， 自己の支配を正当づける一つの口実にしてきた.

たしかに，壁史の「平和的」な時代には，階級社会の経済，政治，文化，教育の分野に

おける人民大衆の役割はそれほどめだたない.支配階級は，肉体的・精神的強制のあら

ゆる道具一一警察と軍隊，司法機関と宗教.行政機関と学校一ーを利用して.政治にお

ける人民大衆の役割を最宇限に引下げ，人民大衆の能動性をおさえつけている.階級社

会においては，人民大衆による文化的創造はけっして多くはないが，そのことは人民大

衆の創造性の欠除ではなく，階級社会が「人民の逸材の墓場Jそのものであることの証
しに況かならなL¥ 

階級社会においても人民大衆は，偉大な創造性を発揮するのであるが，変革期には，

とくに革命の時期には大衆の創造的役割は一層力づよく発揮される.変革期には人間の

あらゆる能力を特別に高揚し緊張させ， 自主的意識， 意志， 熱情嬰像力をよびおこ

されるが，諸階級の変革期における人民大衆の能動性，倉IJ意、性が教育の分野で発揮され

結実したのが学習サークノレ発生から労農予備校法時化への一連の実践にほかならない.

f住民への呼びかけ」に示された階級性の欠除と. I八月の布告」にあらわれた.労傷

者， 農民の極度に低い文化水準への不充分な配患というソピエト政権初期教育政策の矛

盾を，人民大衆自身が教育を「組織」することによって解決していったのである. 自分

たちが組織したインフォーマルな学習サークノレを，大学プロレタリア化の観点から大学

に開設させようとする関L、の中で，労農予備校を真に自分たちのものとするために労働

者・学生を含めた「集間管理j体制を要求しかちとってゆく.

権力と人民の矛屑が草命前の敵対的なものから非敵対的なものに転化したことにより

人民大衆の創造的教育活動を権力が積極的に援助し インフォーマノレなものをフォーマ

ルな教育棒系へくみ入れてゆくことによって，過渡期の教育制度は「多線型j ともいう

( 1) <<口e.rr.arorH可eCK班員 c.nOBapb>)，TaM )l{e. <<Cu1tural progress in the U. S. S. R.>>， Foreign lan-
guages publishing house. Moscow， 1958. p. 83. 
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ベき薪しいタイプのものとなる. ソ連邦では労度予備校とともに工場実宮学校

(中3Y) と農村青年学校(江lKM) が労働者，農民およびコムソモールによって創造さ

れたが， この下からつくワあ(子られた教育施設が過渡期における教育制震の中心となっ

ている.

このように過渡期にお;ナる教育制度が多様な形態をとることほ，一つの教育法則と L、

えるであろう. これは変革拐におげる人民の要求の多様性と創造性によるものであるが

基本的には，過渡期のウクラードの多様性を反映している.過渡期における教育制定の

多様性という教育法期は， 革命後の中国にお:tる工畏速成中学および紅専大学，さらに
その後の「税靴学校ド「戴帽子小学校じ「安領小学Jなどによって一書豊かにされている.

ソ連邦および中自にお:十る多様慢が初等・中等教育を中心にしていたことは，革命前

におげる資本主義発達が戸中位Jおよび「後遺j であったがために初芋義務教育すら存

入されていなかったという特殊性によるのであり，資本主義社会で義務教育が尊入され

ている諸国の過渡期におL、ては，中等および、高等教育のうちに多様性があらわれるで志

ろう.

2) r措殺闘争の知識Jから「生産麗争の知識ーへ

一定の技能をすでiこ身につげた労働者や農民が主体であった足農予備校におし、ては，

大字プロレタリア{との課題とあいまって，教授=学青過程におげる知識の教授=学習が

電視されることは ιを主たない昨tJ片i売7界の士先知i司i識にiば工ただ三つの極狂鋲iがあるだ(け十でで、ある.
その一つiは土生戸亮E出芸詞司争の知識と ct;亙
もニのなカか、にふく主，オれ十hる 一とよ;;t工、れる..!戸(1)二つの知識iは工z教〈授=学t宵号j過品fl私lI山i
Lつつ統 -Lているのでで、あ Jり). --}jだけがι在するということは.階級の金生をみて以
?をありえないー しかし，一定の時史的時期やー宅の条件のもとでは ~)jの知識の教授

=学習が主要な側面となり前面におしだされ， 他方l主副次的となってあまり目立たなL、

ということはありうる.

すなわち，生れたばかりの社会主，長的ウクラードが.土台 i二行 L 、て.い主だ打倒さ ~1

:t L jとが強力な資本主義的ウ 7ラードにくらべて出く. プロレヌリアートの独裁のプ、/し

ジョアジ一事l11との側面が強く前面に押Lだきjし敵対-的矛盾が主要な社会的矛盾である

涯史的段階においては ij;長役闘争の知識ーが. 知識の教授=学習過程の主要な側面と

なる. 1926年以降. l~の社会主義的工業化.農業の朱出{ヒを ìfl心に全分野における社会

主義の全面的攻撃の時期に進むにL、たって，すなわち.土台における社会主義経済的ウ

クラードが擾勢となり， プロレタリアートの独裁の社会主義建設の側面が強く前面i~こ押

しだされることによって， この段階にお;十る知識の教授二学習の主要な側面は「生産闘

争の知識」に転化する.

過渡期における第二の教立法則は. 復興期から建設期への発展iこ支打と;して，知識の教

授=学百における主要な側面が階級関争の知識から.生産闘争の知識へと転化する，と

いうことである.

( 1 )[i尺東， J学畏，党示し文!孔を整i頃せよJ，(田氏文寧「整I長文献 28頁)
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労農予備校の発展の全過程一←教育機会の質的・量的拡大，教授・訓育過程の内容と

方法の発畏一ーがこれを示している.学生の社会的構成におけるプロレタリア部分の擾

位性にもとづき，採用=入学基準の党深性尊重から専門性の重視へ，それに対応した学

生数，学校数の停滞，学習期間の 4年制への移行がその転回点を示している.

第二の教育法射にかんするソ連邦の特殊性は，歴史上はじめての経験であるがゆえに

転化までの時間が長かったことと， この転化が土台の要請によってはじめておこったこ

とである. ソ連邦の経験を学べる国々では，主体的，能動的，意園的にこの転化をもた

らすことが可能となるであろう.

3) i教育機会均等j理念の超克

労農予備校の消滅および発生， 発展の全過程から導きだされるものとして. 1"能力に

応じて全てのものに均等に教育機会を保障する」という，近代の教育機会均等理念の超

克をあげなければならない.

労農予備校の採用基準や大学プロレタワア化のためにとられた諸方策は， i能力に応

じて」ではなく，職業や出身，前~・政治的意度などによって教育機会を統制するもの

であり，近代がかちとった教育価詰としての，出身や信条によって教育機会を差加しな

いという教育機会均等をふみにじったかに見える. しかし教育機会の拡大を教育と生

産的労醸の結合に{立童づけてみるならば，生産的労働の成果として生みだされた，教育

機会=自由時間が，それを生みだした労働者や農民に与えられることは当然のことであ

るし労働したもののみにその成果が与えられるという点でもっとも「均等Jなもので

あろう.そして，何よワも， I普遍的な」民主々義や， :一永遠の」自由とか平等「一般」

は存在せず，ただ「だれのための」吉由かとLづ具体的な民主々義が存在するのみであ

るように， ，-tごれのためのj 均等かという具体的な教育機会の均等があるのみである.

労農予備校の発生・発展・消滅の全過程がこのことを明らかにしている.搾取者と被搾

取者の，食いあきたものと飢えた者との「平等」や前者が後者を略奪する f自由Jが真

の平等や自由でないように，敵階級が存在する過渡期においては教育機会の均等原則を

敵階級にまで拡大することは真の均等ではありえない.教育と生産的労働の結合と，プ

ロレタリアートの独裁に依拠した敵階級の教育機会の説限は逆にいえばそれだけー麗人

民にとっては広い教育機会が約束されていることを示す.近1~教育理念としての教育機

会均等は，過渡期において一度否定されることによって一層豊かな内実を得たといえる.

だからといって，教育機会均等理念が階級社会で果してきた積極的役割を否定するも

のではない.それは，教育と生産的労働の結合のー制面に位置づけられ，他の傑面一一

総合技街教育と集団主義教育一ーと統一的に把握され，実践されるならば，今後より一

層，有誌な人民の教育の義じるしとなるであろう.その根拠としては，階級社会の上音E

構造にも，被支配措級の思想や組織が存在するからであるし何よりも，教育機会均等

理念、が，相対的な真理を含んでいるにはかならない.

ソ連邦の過渡期においては，国内外の階級矛居が，広範に激化していたという特殊性

によって，教育機会均等の原則を広げる部分が，相対的に少なかったのであるが，統一
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戦線の基盤が広く存在する国々では， より多くの部分に広げられるであろう L. また，

そのような条件の下では敢陪級にたいしても教育機会の制限よりは再教育機能をより

はたらかしうるであろう.

これまで述べてきたことにもとづき，労農予{藷校史の時期医分をつぎのようにおこなう.

第 i期発生態

1918年秋の人民大衆の製造性による学習サークル発生から，均年2月の大学問設， 9月の教曹人

民委員部による法制化， 20年 9丹の人民委員会議の承認を経て， 1920年 12月の国民教育の関題に

関する第 l呂党協議会までの時期.採毘規準も十分確定しておらず，教科プランも移学期間も不統

一で，伝統的教育方法にもとづ〈暗中模索期とさえいえる.

第2期発畏期

1921年 1月に終った党協議会で、労畏予備校の任務が確定されてから，学生数・学校教が最高の発

展を示す 1932年 9月の中央委員会決定まで. こむ発畏期はさらに，三つに小区分される. r発展
期第1小区分宴JUは，第 1@]労農子信校代表者会議 (6月入最初の教科プランの制定 (8月入修
学期間3カ年に統一 (9月〕などを含む 1921年から. 1925年末主で. 採用境準におけるプロレタ

リア階殺性が確立し卒業生は無試験で、希望する大学高専に入学で‘き，他の語教育機関の一時的停

滞をよそに学生数・学校数とも斯増をつづける時期である. r発展期第2小区分期jは 1926年ーから
1929年まで.分団'実験窒j去としみ教育方法における欠陥をもちつつも. 1926年 i月の教育人民委

員誌協議会特別決定「労農予備校生の質的舟上の対策について」以来， 党中央委決定 (6月入職

業教育監督局による成績点検， 落第の導入や，労農予罷校入学のための講習会の発生， 1928年の新

教科プランや4年制移行ーなどの具手宇治方震によって科学の基礎知識の習得が重視され， それに伴い

学生数，学校教発畏の停滞をきたした時期で、ある.r発展期第小3産会期」は. 1930年から. 1932 
年まで.この期は， 1930年 5月の党中央委員会の「労農予錆校の改革にかんするJ決定によって，

第2小|三分類の科学の基礎知識の習得が，専門性の確立まで高められるとともに，学生自身の中か

ら生れた“突撃作業i家"などの創造的能動性の新たな高揚により，学生数・学校数が驚異的な急増
を示したことによって特徴づけられる.なお，第 1小区分期は，土台における国民経済の痩巽jtJ]に

対r.忘し，第2，第3小区分期は，社会主義的再建期に対応Lいる.

第3期損滅期

1932年から， 1940年の稿、議までの時期. 1931年 9月の「初等・中等学校にかんするj党中央委

員会の決定により，普通中等教育が充実しはじめるとともに労畏予倍校の内部矛君が露呈L. 高等
教育プロレタリア化の任務を果し急激に学生数が減少して諮滅する時期である. この時期は，社

会主義建設の達成と措級の泊、読の時期に対忘している.

ゴゴ 才フ り i二

以上の小論の中でな Lえたことは， テーマの大きさにくらべて非常に小さなもので L

かない.確実になしえたことa.(1)ソ連邦におげる資本主義カ￥ら社会主義への過渡期の時
期区分をめぐる問題に，教育の分野からひとつの実証を提起Lたこと， (2わが国で、はも

ちろんのこと， ソ連邦におけるソビエト教育史研究においても，初等・中等教育と高等

教育の谷間と Lて体系的な解明がほとんどなされていない労畏予備校の発生から消滅ま

でを実証的に明らかに Lたこと. (3)主ったく仮説にすぎないがー過渡期の教育法t!lJを提

起 Lたこと，のみで、ある.

なt:i，教育と生産的労働の結合i二関する筆者の仮説にかん Lては多くの異論もあると

忠われるので，今後の研究と実践の1!:1で一層故密に Lてゆかねポならない， とくに，教
育と生産的労働の結f?を総合技術教育の人i二限定する論者や，稔fT技街教育を学校のー，
二の教科と考える論者からの批判iこたえうるものでなければならない.また，過渡期の
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三つの教育法別にしても， 少くとも第二次大戦後に過渡期を歩んでいる諸霞の一般北が

なされないかぎり，ことばの本来の意味での教育法則とはいえないであろう.

小論の不備な点は， (1)労農予備校消滅期，すなわち， 1930年代後半の資料が乏しく，

消滅へと導いた労農予稿校の内部矛盾の解明が十分でないこと， (2労農予錆校の教授=

学習過程とwll育=創造過程にかんしプログラムにまで立ち入った分析が十分で、ないこと，

(3)労農予錆校と同議，革命当初に人民大衆がっくり上げた工場実習学校 (φ3Y)と農村青
年学校〈出KM)との比較研究がなされていないこと，である.

教育と生産的労揚の結合の仮説と教育法期との検討， およびこれら不横な点の充全が

今後の研究課題となる. さし島たっては，労農予備校のプログラムにたちいった分析と，

社会主義的工業化との関連で工場実習学校を，農業集団化との関連で農村青年学校を分

析しなければならない.
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瓦HKTaTypa llpO~eTapHaTa H HapO~HOe 06pa30BaHHe B 

HξpeXOJJ.HOM nep張。瓦e OT KanHTa~H3Ma K COU狂a~H3My

一一一-06'eKTHBHO・jJ.aHHoe HCεAeAOBaHHe 0 B03HHKHOBeHHH， 

pa3BHTHH H npeKparueHHH Pa60QHXφaKyAbTeToB (Pa6中aKOB)-一

τaK9jJ.a MacaHao 

Hawa COBpeMeHHa完 3rroxaXapaKTep1l3yeTc冗ロepexo瓦HbIMOT KarrllTa，11113Ma K CO只lla-

λ113My. OHa 3rrOXa 113MeHeHH冗 HOBoroBpeMeHll H， rOBOp冗 o HapO.ll.HOM 06pa30BaHHH， 

3rroxa rrpeO.ll.OJIemI冗 rre且arOrlllJeCKHXll.ll.e註 HOBoroBpeMeHH. 

B 3TO詰CTaTbeaBTOp ClJHTaeT OCBeTlITb，ロo06' eKTIIBHO・.ll.aHHbIM113ylJeHll兄M0 B03HH-

KHOBeHl1H， pa3BHTHH H rrpeKpaw.eHHH Pa6中aKOB，cyw.ecTBoBaBwHx TO.llbKO B rrepeXO.ll.HOM 
nepHO.ll.e B CCCP， KaK H3MeH冗江C匁 "np託HUHロpaBHO詰えλ冗 BcexB03M01KHOCTH HapO.ll.HOrO 

06pa30BaHH冗 BCOOTBeTCTBHH C Ka)K.ll.O員crroc06HOCTblO“-0瓦HHH3 OCHOBHbIXロe.ll.aro-

npIeCKHX H.ll.eH HOBoro BpeMeHH - H KaKaBO 1Ke rre.llarOrHlJeCKOe rrOJI01KeHHe B nepe-

XO.llHOM rrepHO)J.e. B 3TOM CJIyl.Jae HeJIb3兄 HrHopHpOBaTbyCJIOBH兄 H30H )J.HKTaTypbI 

npO.JleTapHaTa. 

Pa6φaK 6bIλOpraHlI30BaH oceHbIO 1918 r. KaK KypC )J.λ冗 rrO)J.rOTOBKH pa60l.JHX 

H KpeCTb毘1B BbICWHe ylJe6Hble 3aBe，ll.eH狂気. nepelJ，OBble pa60可狂eH CTy江eHTbI60pOJIHCb 

C "aBTOHOMHCTaMH-CTY.lleHTaMH“， :¥1e.J1K06yp1Kya3HbIMH HHTeJIJIHreHTaMH H CTapbIMH npo・

中eccopa~m， 3aCTaBH.mI By3 ylJpelJ，HTb Pa6~aK npH By3. TBOpl.可IeCK王αL託IMI臼i CH町IJ瓦IaMHHapO幅

)J.H也回b試IXMacc 6bI江 opraH託泊30BaHPa6φaK KaK 王HOBbI註T狂口 y正可f詑e6Hor‘o3aBe且eHl紅1兄 B 口epexo江HOM

ロep区Oλe己， 珂 6b民E沼江 OK王OHl羽 TeJλIbHOoq中)OpMJλIeHI口lOCTaHOBJλIeHHeMHapKOMrrpOCa H .neKpeTOM 
CHK. TaKHM 06pa30M， pa3H006pa3Hble ylJe6HbIe 3aBelJ，eHH兄 BCHCTeMe HapO，ll.HOrO 06pa・

30BaHH克江epeXO)J.HororrepHO)J.a C03)J.a.i'IHCb TBOpl.JeCKoII CHλ0詰HapO)J.Hb江 Macc.(CM.中3Y

H WKM  B CCCP， a XOHr出 yaHymlBepcHTeT， HyHe H TaHMa03y Cpe)J.Ha克 lllKOJIa B 

KHTae). B 3TOM瓦eλe口pe江CTaB瓦兄λOCbロepBoerrOJIO)KeHHe rre)J.arOrHKH B nepeXO)J.HOM 

rrepHo.ne. 
BTopoe rrOJIO)KeHHe B nepeXO)J.HOM rrepHO，ll.e C，ll.eJIaH rrOH冗THbIMrro H3ylJeHHIO 0 

pa3BUTHH Pa勾 aKOB- 06 H3MeHeHHH yCJIOBH冗思冗 rrocTyrrJIeHH冗 BPa6争aKHμ06Yλ戸・

llleH妊H COUHaJIbHOrO H rrapTHHHoro COCTaBa pa6中aKOBueBH rrperrO.ll.aBaTeJIe詰， 06 yBe-

.i1Y円 eHlm H yMeHbllleHHH l.JHCJla Pa6争aKOB，pa6争aKOBueBH rrperro旦aBaTeλe詰， 06 y)J.JIH・

HeHHH紅 COKpa山emmcpoKa 06y民間見 06H3MeHemm cO，ll.ep)KaHH冗 HMeTO，ll.a B rrpo江ec-

cax 06yl.JeHH兄 HBOCmlTaHJI兄. HMeHHo， B Hal.Ja.l1bHOM rrepuo.ne H30， BOCTaHOBHTeJIbHOM 
rrepHO江e-OCHOBHa完 3a瓦al.JaB.1aCTH Jl，HKTaTypbI rrpoJleTapHaTa 6bUIa rro江aB.7JeHHerrpoTH-

BHoro KJIaCCa - ，，3HaHHe KJlaCCOBO註60pb6bI“HrrOBblweHHe rrapTH註HOCTHpa6中aKOBueB
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6bIλH OTMeqeHHbI， a B Cpe，lJ.HeM rre予HO，lJ.eH9n， B rrepHO且e COIJ.HaJUICTHqeCKOrO CTpOHTe-

ぬ CTBaCTpaHbI - OCHOBHaH ;3a，lJ.a羽田aCTlI五郎TaTypbInpOJIeTapHaTa 6bI羽 CTpOHTe.lbC-

TBO一，，3HaHHenpOH3BO，lJ.CTBeHHO長60pb6bI“日ロOBbI出 eHHeCneIJ.HaJIbHOCTH pa6φaKOBueB. 

TpeTbe rrOJIO)l{eHHe Bh諮問倒的 no H3y可eHHぬ Bcero npOIJ.ecca - B03HHKHOBeHHH， 

pa3BHTHH H rrpeKpa出 eHHH-Pa6φaKOB. OHO 3HaqHT， qTOぷ pHHUHrrpaBHO詰 JJ，J問 Bcex

B03MO)l{HOCTH HapO，lJ.HOrO 06pa30Bam硯 B COOTBeTCTBHH C Ka)l{，lJ.O詰 crroc06HOCTblO“ KaK

rre，lJ.arOrHqeCKa兄目立e冗 HOBoroBpeMeHH 6bIJI npeO，lJ.OJIeH "πpHHIJ.HrrOM rrpeHMyw.eCTBeHHO員
B03MO)l{HOCTH HapO，lJ.HOrO 06pa30Bam四 ，lJ..;1冗 pa60QHXH KpeCTb史民“.B rrepeXO，lJ.HOM rrep-

HO，lJ.e "rrpHHIJ.Hrr rrpeHMyw.eCTBeHHO註，lJ..71兄 pa60QHXH KpeCTb克H B03MO)l{HOCTH HapO，lJ.HOrO 
06pa30BaHH匁“ 3Hal羽 TrrpHHIJ.Hrr HacToHw.e詰"paBHO註B03MO)l{HOCTHぺ 3TOOCHOBbIBaeTC冗
Ha TOM， QTO B03MO)l{HOCTb HapO，lJ.HOrO 06pa30BaHH完 C03，lJ.aeTC冗 rrpOH3BO，lJ.CTBeHHbIMTpy-

，lJ.OM pa60可HXH KpeCTbHH. 

TaK， npHHUHロpaBHO註，lJ.JIHBCeX B03MO)l{HOCTH HapO，lJ.HOrO 06pa30BaHH完 BMeCTeC 

KOJIJIeKTHBHbIM BOCrrHTaH問 M H rrOJIHTeXHHQeCKHM o6YQemleM CJIe，lJ.yeT CTaTb争aKTopOM

MapKCHCTCKoro npHHll.Hrra "COe，lJ.HHeHH冗 06pa30Bam現 C rrpOH3BO ，lJ.11TeλbHbIM Tpy，lJ.OM“-

11， MO)KeT rrpaBHJIbHO nOHIIMaTb npHHll.Hrr "paBHO註，lJ.JI兄 BcexB03MO)KHOCTH HapO，lJ.HOrO 

06pa30BaHHH'三
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